
広報
2017年／平成29年

－No.139－
10月号10月号

【男7人 女10人】 【男13人 女10人】

【男4人 女4人】 【男5人 女10人】

【男5,481人  女6,003人】

【男521人  女475人】

【男2,035人  女2,799人】

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
ホームページ　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〈2017（平成29）年10月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
ホームページ　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〈2017（平成29）年10月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉

P. 2　まちのできごと
P. 6　平成28年度歳入歳出決算
P.10　学校だより
P.12　健康カレンダー
P.14　健康知恵袋
P.15　備えて安心

P.18　介護保険ガイド
P.20　役場からのお知らせ
P.26　イベントカレンダー
P.30　IWKTV番組予定表
P.31　くろしお協力隊がゆく
P.32　図書館カレンダー

主な内容
P. 2　まちのできごと
P. 6　平成28年度歳入歳出決算
P.10　学校だより
P.12　健康カレンダー
P.14　健康知恵袋
P.15　備えて安心

P.18　介護保険ガイド
P.20　役場からのお知らせ
P.26　イベントカレンダー
P.30　IWKTV番組予定表
P.31　くろしお協力隊がゆく
P.32　図書館カレンダー

主な内容

発行／黒潮町役場

わがまちデータ 2017（平成29）年8月31日現在わがまちデータ
●人　口　11,484人（前月比17人減）

●世帯数　5,561世帯
●15歳未満の年少人口　996人（比率8.67％）

●65歳以上の老齢人口　4,834人（比率42.09％））

●人口のうごき
　増加 23人　出生8人　     転入15人

　減少 40人　死亡17人　   転出23人
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

長寿おめでとうございます。どうぞこれからもお元気で。長寿おめでとうございます。どうぞこれからもお元気で。

　9月22日の「敬老の日」を前に、9月6日（水）、大西町長と社会福祉協議会の矢野博幸会長が、黒潮

町在住で今年度100歳を迎える方と100歳以上の方（大正6年3月31日までに生まれた方）を訪問し、

ご長寿のお祝いに記念品を贈呈しました。

　また、今年度100歳になる方（初めてお祝いした方）には、内閣総理大臣からの表彰状も授与されました。

※左上から年度年齢（平成30年3月31日時点の年齢）順に掲載。「祝」は初めてお祝いした方です。

宮地　鹿代さん（有井川）
しか よ

105歳

みや じ

伊藝　澤美さん（浮鞭）
さわ み

104歳

い げい

文野　壽賀子さん（上田の口）

104歳

す が こぶん の

高橋　茂子さん（佐賀）
しげ こ

103歳

たか はし

谷　　晴美さん（入野）
はる み

103歳

たに

宮地　政子さん（有井川）

101歳

伊　　トミさん（佐賀）

103歳

い せ

大西　園惠さん（浮鞭）

103歳

その えおお にし まさ こみや じ

山本　トクノさん（佐賀）

祝100歳

益田　小春さん（佐賀）

101歳

こ はるます だ

松岡　久美さん（浮鞭）

101歳

ひさ みまつ おかに

仁尾　千代野さん（佐賀）

101歳

ち よ のお

高橋　　保さん（浮津）

祝100歳

たもつたか はし

坂上　ユリヱさん（佐賀）

祝100歳

さか うえ

山本　顴野さん（田野浦）
とく の

祝100歳

祝100歳

やま もと

写真はありませんが、河野　粽さん（有井川）も今年度100歳を迎え、表彰状を授与されました。
ちまきこう の

やま もと

林　　　生さん（奥湊川）
とき お

101歳

はやし
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結
婚
５０
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
　
婚

　
９
月
１
日
（
金
）、
高
知
新
聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
な
ど
が
主
催
す
る
「
第
６０
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
６
会
場
で
開
か
れ
、
四
万
十
市
の
会
場
に
は
幡
多
地
域
の
６
市
町
村
か
ら
参
加
が
あ
り
、
黒
潮
町
か
ら
は
９
組
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
今
年
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、１
９
６
７（
昭
和
４２
）
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
で
す
。
５０
年
間
喜
び
や
悲
し
み
を
わ
か
ち

あ
い
、
手
を
取
り
合
っ
て
歩
ん
で
き
た
み
な
さ
ん
、
共
に
歩
ん
だ
日
々
を
思
い
穏
や
か
な
笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

※
広
報
掲
載
に
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
左
上
か
ら
あ
い
う
え
お
順
）

池添　亀夫さん・久瑠美さん
おかめ く る みぞえいけ

かね こ

（入野）

小谷　喜貞さん・央さん
さだよし ひさだにお

（上川口）

金子　守さん・直美さん
まもる なお み

（蜷川）

小橋　博一さん・和子さん
いちひろ かず こばしこ

（佐賀）

齊藤　文明さん・生惠さん
あきふみとうさい いく え

おまさもとすぎ まさ こ

（上川口）

島田　瑞穂さん・常子さん
ほみず つね こだしま

（上川口）

杉本　正夫さん・政子さん
（伊田）

三吉　精二さん・絹代さん
じせい きぬ よよしみ

（下田の口）

山田　俊次さん・ひろ子さん
やま だ としつぐ

（不破原）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
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黒
潮
町
総
合
防
災
訓
練
が
９
月
３
日

（
日
）、
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
大
規
模
災

害
を
想
定
し
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難

経
路
、
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
、
防
災

に
関
す
る
意
識
を
各
自
が
高
め
る
目
的

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
８
時
に
緊
急
地
震
速
報
放
送
訓

練
が
始
ま
り
、
地
区
の
避
難
場
所
に
避

難
す
る
住
民
避
難
訓
練
後
、
自
主
防
災

組
織
に
よ
る
自
主
訓
練
で
、
各
地
区
で

勉
強
会
や
救
護
訓
練
、
防
災
器
具
の
点

検
な
ど
が
行
わ
れ
、
町
民
約
４
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
佐
賀
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
避
難

し
た
住
民
は
、「
ひ
ざ
に
不
安
が
あ
る
が
、

ス
ロ
ー
プ
は
上
り
や
す
く
て
５
分
で
の

ぼ
れ
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え

れ
ば
」
と

避
難
の
経

路
を
確
認

し
な
が
ら

訓
練
に
取

り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
津
野
町
の
小
学
校
３
校
が
８
月
３１
日

（
木
）
、
黒
潮
町
で
防
災
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
学
習
は
、
長
期
宿
泊
体
験
活

動
の
一
環
で
、
津
野
町
に
あ
る
葉
山
・

中
央
・
精
華
小
学
校
の
５
年
生
が
３
泊

４
日
で
黒
潮
町
を
訪
れ
、
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
部
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
４１
人
の
児
童
ら
が
幡
多
青
少
年
の
家

で
の
防
災
学
習
を
終
え
た
後
、
佐
賀
地

区
の
避
難
タ
ワ
ー
を
訪
れ
、
そ
の
後
大

和
田
山
の
避
難
場
所
へ
避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
海
抜
２４
ｍ
に
あ
る
避
難
場
所
ま
で
駆

け
上
が
っ
て
き
た
児
童
ら
は
、「
津
波

が
来
た
時
に
逃
げ
る
人
た
ち
の
大
変
さ

が
わ
か
っ
た
」
、「
海
か
ら
遠
い
と
感
じ

る
け
ど
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
津
波
が

来
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
」
な
ど
、
初
め

て
の
気
づ
き
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
３
校
と
も
に
年
に
３
回
ほ
ど
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

津
波
浸
水
区
域
外

の
た
め
、
津
波
か

ら
逃
げ
る
訓
練
は

今
回
が
初
め
て
だ

っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
で
開
催
さ
れ

た
「
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
に
参

加
し
た
県
内
外
の
中
学
生
、
約
２
０
０

名
が
８
月
１２
日
（
土
）
、
津
波
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
キ
ャ
ン
プ
は
、
８
月
１１
日
（
金
）
〜

１３
日
（
日
）
の
日
程
で
、
高
知
県
や
愛
媛

県
、
静
岡
県
な
ど
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
競
技
力
の
向
上
に
加
え

て
、
防
災
意
識
も
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

公
園
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂

浜
美
術
館
が
企
画
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
中
学
生
は
、
サ
ッ
カ
ー
場

で
避
難
行
動
の
説
明
を
受
け
た
後
、
１

キ
ロ
離
れ
た
コ
ウ
ジ
ン
山
ま
で
走
っ
て

避
難
し
ま
し
た
。
静
岡
県
の
ア
ス
ル
ク

ラ
ロ
伊
豆
に
所
属
す
る
選
手
は
「
地
元

の
学
校
で
も
津
波
や
地
震
の
勉
強
は
す

る
け
ど
、
サ
ッ
カ
ー
中
の
避
難
訓
練
は

は
じ
め
て
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
山
か
ら
見
え
る
景
色
に
感
激
し
た

様
子
で
、
自
然

の
中
で
行
わ
れ

た
防
災
訓
練
を

楽
し
む
と
と
も

に
、
防
災
に
対

す
る
意
識
を
新

た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
８
月
１９
日
（
土
）
、
町
役
場
本
庁
舎
前

で
黒
潮
町
土
曜
夜
市
が
開
催
さ
れ
、
約

１
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
挨
拶
の
後
、
大
方
中
学
校
吹

奏
学
部
に
よ
る
生
演
奏
や
、
幡
多
舞
人

の
よ
さ
こ
い
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
主
催
の
黒
潮
若
手
の
会
は
「
町
民
の

親
睦
を
深
め
、
町
の
に
ぎ
わ
い
と
活
気

を
つ
く
り
た
い
。
新
庁
舎
に
移
転
す
る

前
の
記
念
に
」
と
の
思
い
か
ら
夜
市
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
現
在
の
庁
舎
が
建

設
さ
れ
た
頃
か
ら
知
っ
て
い
る
が
、
こ

ん
な
に
に
ぎ
や
か
な
の
は
初
め
て
。
役

場
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
嬉
し
い
」
と

の
声
や
「
こ
ん
な
に
沢
山
の
人
が
集
ま

る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
町
の
活
気

に
感
動
し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

平
成
29
年
度
黒
潮
町 

総
合
防
災
訓
練

津
野
町
小
学
生
ら
津
波
避
難
を
体
験

サ
ッ
カ
ー
合
宿
で
避
難
訓
練

黒
潮
町
土
曜
夜
市

佐賀地区津波避難タワーに避難する人々

避難場所へ駆け上がる児童ら

大声で叫ぶ選手たち

夜市を楽しむ人々
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「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
生

活
を
高
め
、
未
来
を
保
障
す
る
教
育
を

確
立
し
よ
う
」
と
題
し
、
８
月

２０
日（
日
）、

「
第

１２
回
黒
潮
町
人
権
教
育
研
究
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
黒
潮
町
人
権
教
育
研
究

協
議
会
、
黒
潮
町
教
育
委
員
会
、
黒
潮

町
教
育
研
究
会
の
合
同
主
催
で
開
催
さ

れ
、
午
前
中
は
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ

ー
で
講
演
会
、
午
後
は
各
会
場
に
分
か

れ
て
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
岡

山
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
竹
内
昌
彦
理
事
長

を
講
師
に
迎
え
、
全
盲
と
い
う
障
害
を

持
つ
自
身
の
生
い
立
ち
か
ら
、
障
害
を

持
つ
子
ど
も
や
そ
の
家
族
、
教
育
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
内
さ
ん
は
、「
親
が
元
気
で
い
れ
ば
、

た
と
え
障
害
を
持
つ
子
ど
も
で
も
元
気

で
い
ら
れ
る
。
優
し
い
目
と
優
し
い
心

を
持
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
幸

せ
の
１
％
を
障
が
い
者
へ
分
け
与
え
て

ほ
し
い
。
黒
潮
町
が
優
し
さ
で
溢
れ
る

ま
ち
に
な
れ
ば
」
と
、
周
囲
の
人
か
ら

受
け
た
多
く
の
愛
情
に
つ
い
て
言
及
し

な
が
ら
、
人
権
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
午
後
の
部
で
は
、
５
つ
の
分
科

会
が
各
会
場
で
行
わ
れ
、
代
表
者
に
よ

り
人
権
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
レ
ポ
ー
ト
を
報
告
者
が
発
表
し
、

そ
の
後
参
加
者
か
ら
疑
問
や
意
見
が
挙

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
に
関

す
る
意
見
だ
け
で
は
な
く
、
人
権
教
育

全
般
に
つ
い
て
の
意
見
も
あ
り
、
黒
潮

町
が
進

め
る
今

後
の
人

権
教
育

に
つ
い

て
再
考

す
る
機

会
と
な

り
ま
し

た
。

 
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
９
月

１０
日
（
日
）
、
プ
ロ

１７
年
目
の

八
木
敦
士
さ
ん
（

３４
）
に
よ
る
ゴ
ル
フ
教

室
が
開
催
さ
れ
、
一
般
ゴ
ル
フ
ァ
ー

１２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
を
囲
ん
で
の
昼
食
の
後
、
参
加

者
は
約
１
時
間
の
シ
ョ
ッ
ト
練
習
を
行

い
、
パ
タ
ー
練
習
の
後
は
、
ハ
ー
フ
ラ

ウ
ン
ド
を
回
り
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ッ
ト
教
室
で
は
、
プ
ロ
に
よ
る

フ
ォ
ー
ム
や
ス
イ
ン
グ
の
細
か
な
指
導

が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
秋
森
勇
人
さ
ん

は
「
普
段
気
付
か
な
い
点
も
教
わ
り
、

上
達
が
見
込
め
そ
う
で
す
」
な
ど
ヒ
ン

ト
を
得
た
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
指
導
を
受
け
た
植
田
雄
二
さ

ん
は
「
ク
ラ
ブ
の
向
き
な
ど
、
プ
ロ
と

自
分
の
思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
ま
る

で
違
っ
た
が
、
そ
の
通
り
や
っ
て
み
た

ら
飛
距
離
が
伸
び
、
方
向
性
が
正
確
に

な
っ
た
」
な
ど
、
参
加
者
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
に
成
果
を
得
た
様
子
で
し
た
。

〜
長
年
に
わ
た
る
道
路
愛
護
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
感
謝
し
て
〜

　
町
内
で
道
路
愛
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
約
８
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
い

る
「
大
方
生
華
園
」
が
、
そ
の
功
績
に

よ
り
「
平
成

２９
年
度
四
国
道
路
ふ
れ
あ

い
協
議
会
長
表
彰
」
を
受
賞
し
、
８
月

１６
日
（
水
）
、
山
田
敬
二
中
村
河
川
国
道

事
務
所
長
よ
り
大
方
生
華
園
の
受
賞
者

代
表
に
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
回
黒
潮
町
人
権
教
育
研
究
大
会

プ
ロ
に
よ
る
ゴ
ル
フ
教
室

大
方
生
華
園
に
四
国
道
路
ふ
れ

あ
い
協
議
会
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た

白杖を用い説明する竹内さん

感謝状の伝達生華園の皆さん

分科会の様子

熱心にプレーする参加者



澁広報くろしお  №139　2017（平成29）年10月号

歳　出
（目的別）

歳　入 歳　出
（性質別）

　
平
成
２８
年
度
の
歳
入
総
額
は

１
１
６
億
５
５
０
７
万
円
、
前

年
度
比
２０
・
０
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
増
加
の
主
な
要
因
は
、

庁
舎
建
設
事
業
な
ど
の
大
型
事

業
の
実
施
に
よ
る
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
地
方
債
の
大
幅
な

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
構
成
は
、
普
通
交
付

税
と
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
た

地
方
交
付
税
が
全
体
の
３６
・
２

％
を
占
め
て
お
り
、
町
税
を
含

め
た
自
主
財
源
が
全
体
の
１７
・

１
％
し
か
な
く
、
国
や
県
の
財

政
支
援
に
依
存
し
た
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
債
は
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
（
２０
億
１
０
７
０

万
円
）
、
過
疎
対
策
事
業
債
（
４

億
６
１
６
０
万
円
）
、
旧
合
併

特
例
事
業
債
（
２
億
９
５
０
０

万
円
）
、
辺
地
対
策
事
業
債
（
９

７
０
万
円
）
、
災
害
復
旧
事
業

債
（
７
０
０
万
円
）
な
ど
の
地
方

交
付
税
措
置
の
高
い
有
利
債
の

借
入
を
行
い
、
後
年
度
の
財
政

負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

な
が
ら
、
町
に
必
要
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は
１
１
３
億
６
６

８
６
万
円
、
前
年
度
比
２１
・
９

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
庁
舎
建
設
事
業
の
本
体
工

事
の
開
始
や
、
津
波
避
難
タ
ワ

ー
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
、
普

通
建
設
事
業
費
が
昨
年
度
よ
り

大
幅
な
増
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
目
的
別
で
の
構
成
を
見
る
と
、

庁
舎
建
設
事
業
や
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
な
ど
に
よ
り
、

総
務
費
が
２２
・
７
％
（
２５
億
８

０
８
２
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
、

保
育
所
運
営
な
ど
の
子
育
て
支

援
や
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
の
民
生
費
が
２０
・
７
％

（
２３
億
５
０
７
４
万
円
）
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
整
備
事
業
や
木
造

住
宅
耐
震
事
業
な
ど
に
よ
り
消

防
費
が
１５
・
６
%
（
１７
億
７
５

０
５
万
円
）
、
庁
舎
建
設
事
業

関
連
の
都
市
防
災
総
合
推
進
事

業
や
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

な
ど
に
よ
り
、
土
木
費
が
１２
・

１
%
（
１３
億
７
０
６
３
万
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶

助
費
・
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義

務
的
経
費
が
全
体
の
３１
・
９
％
、

普
通
建
設
事
業
と
災
害
復
旧
事

業
を
合
わ
せ
た
投
資
的
経
費
が

３４
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
（
繰
越
明
許
を
含
む
）

黒潮町歳入歳出決算状況

【お問い合わせ】本庁 総務課 財務係　蕁43－2112

平成28年度

※それぞれの数値は集計後端数処理をしているため、合計値と合わない場合があります。

一般会計決算の状況

決算収支歳　　出歳　　入

歳　　　　入 歳出（目的別） 歳出（性質別）

2億8,821万円113億6,686万円116億5,507万円一般会計（繰越明許含む）

その他依存財源
2.4%

2億7,569万円

町税　7.2%
8億3,499万円

繰入金
0.6%

6,758万円

その他自主財源
9.3%

10億8,575万円

地方交付税
36.2%

42億2,000万円

国庫支出金
10.5%

12億2,499万円

国庫支出金
10.5%

12億2,499万円

町債
25.7%

29億9,066万円

県支出金
8.2%

9億5,540万円

依存財源
82.9%

96億6,675万円

依存財源
82.9%

96億6,675万円

自主財源
17.1%

19億8,832万円

自主財源
17.1%

19億8,832万円

その他
3.4%

3億8,943万円

公債費
11.0%

12億5,174万円

公債費
11.0%

12億5,174万円
繰出金
8.6%

9億7,638万円

投資的経費
34.7%

39億3,911万円

投資的経費
34.7%

39億3,911万円

その他の経費
33.5%

38億275万円

その他の経費
33.5%

38億275万円

義務的経費
31.9%

36億2,498万円

義務的経費
31.9%

36億2,498万円

その他
7.7%

8億7,046万円

民生費
20.7%

23億5,074万円

民生費
20.7%

23億5,074万円

総務費
22.7%

25億8,082万円

農林水産業費
5.0%

5億6,529万円

教育費
5.3%

6億214万円

教育費
5.3%

6億214万円

土木費
12.1%

13億7,063万円

人件費
13.0%

14億7,228万円

物件費
13.4%

15億2,732万円

物件費
13.4%

15億2,732万円

補助費等
8.0%

9億962万円

普通建設事業費
34.0%

38億7,016万円

災害復旧事業費
0.6%

6,895万円消防費
15.6%

17億7,505万円

公債費
11.0%

12億5,174万円

扶助費
7.9%

9億96万円

◆ 

歳
入
決
算
（
収
入
）

◆ 

歳
出
決
算
（
支
出
）
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地方交付税

歳入（収入）一覧

決　算　額

42億2,000万円

1人当たり

36万5,084円

町　　　債 29億9,066万円 25万8,730円

国庫支出金 12億2,499万円 10万5,977円

県 支 出 金 9億5,540万円 8万2,655円

町　　　税 8億3,499万円 7万2,237円

繰　入　金 6,758万円 5,847円

そ　の　他 13億6,145万円 11万7,781円

合　　計 116億5,507万円 100万8,311円

総　務　費

総務費

庁舎建設事業� 7億6,304万円

集落活動センター事業� 5,671万円

国土調査事業�  5,731万円

大方球場整備事業� 6,249万円

民生費

佐賀保育所移転事業� 6,373万円

あったかふれあいセンター事業� 4,080万円

臨時福祉給付金� 2,493万円

障がい者自立支援給付費� 3億3,930万円

衛生費

予防接種事業� 2,142万円

乳幼児医療費助成事業� 1,208万円

義務教育期間の医療費無料事業� 1,728万円

合併浄化槽設置整備事業� 1,318万円

労働費

地域雇用促進事業� 4,145万円

商工費

スポーツ活用型地域づくり事業� 2,913万円

歳出（支出）一覧
【目的別】

決　算　額

25億8,082万円

1人当たり

22万3,273円

民　生　費 23億5,074万円 20万3,368円

消　防　費 17億7,505万円 15万3,564円

土　木　費 13億7,063万円 11万8,576円

公　債　費 12億5,174万円 10万8,292円

教　育　費 6億214万円 5万2,093円

農林水産費 5億6,529万円 4万8,905円

そ　の　他 8億7,045万円 7万5,306円

合　　計 113億6,686万円 98万3,377円

普通建設事業費

決　算　額

38億7,016万円

1人当たり

33万4,818円

物　件　費 15億2,732万円 13万2,133円

人　件　費 14億7,228万円 12万7,371円

公　債　費 12億5,174万円 10万8,292円

繰　出　金 9億7,638万円 8万4,469円

補 助 費 等 9億962万円 7万8,694円

扶　助　費 9億96万円 7万7,945円

そ　の　他 4億5,840万 3万9,655円

合　　計 113億6,686万円 98万3,377円

【性質別】

一般会計決算額

平成28年度の主な事業とその決算額

農林水産業費

　リマ周辺漁業対策事業補助金� 5,473万円

　定置網漁業承継者等支援事業補助金�4,500万円

　新規就農研修支援事業� 1,429万円

土木費

　都市防災総合推進事業� 5億3,118万円

　都市再生整備計画事業� 1億5,234万円

　町道伊与喜学校線道路改良事業� 4,299万円

消防費

　避難路等整備事業� 4億4,892万円

　木造住宅耐震改修事業� 1億875万円

　避難誘導看板整備事業� 2億9,670万円

　津波避難タワー建設事業� 3億7,218万円

教育費

　放課後子ども教室推進事業� 1,556万円

　黒潮町史編纂事業� 1,714万円

　高校生サミット� 4,135万円

災害復旧費

　公共土木施設災害復旧事業� 4,304万円

※1人当たり

　決算額を平成29年3月31日の

町人口11,559人で割った金額。
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財政健全化法による財政指標について

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成28年度決算に基づく4つの健全

化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しました。この指標が基準以上となる場合には財政健

全化計画などを策定することが義務付けられています。黒潮町ではすべての数値が基準値を下回っ

ています。

○実　質　赤　字　比　率　普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

○連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率

○実質公債費比率　普通会計が負担する起債の元利償還金・準元利償還金の標準財政規模に対する比率

○将　来　負　担　比　率　普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

○資　金　不　足　比　率　公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率

※�標準財政規模とは、標準的な状態で通常収入される見込みの一般財源の規模を言います。

平成28年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.93% 20.0%

連結実質赤字比率 － 19.93% 30.0%

実質公債費比率 6.5% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 － 350.0%

資金不足
比率

経営健全化
基準

水 道 事 業 会 計 － 20.0%

農業集落排水事業会計 － 20.0%

漁業集落排水事業会計 － 20.0%

特別会計決算の状況

歳　　入

住宅新築資金等貸付事業

1,818万円

525万円

宮川奨学資金

14億8,579万円給与等集中処理

22億2,499万円国民健康保険事業

4,746万円国民健康保険直診事業

16億5,180万円介護保険事業

1,600万円介護サービス事業

3,836万円農業集落排水事業

613万円漁業集落排水事業

1億8,955万円後期高齢者医療保険事業

2億6,941万円情報センター事業

2億4,014万円収益的収支

資本的収支
水道事業

1億3,534万円

歳　　出

438万円

1,818万円

14億8,579万円

23億3,227万円

4,725万円

15億6,495万円

1,600万円

3,778万円

611万円

1億8,314万円

2億6,934万円

2億3,244万円

2億1,515万円

決算収支

87万円

0万円

0万円

▲1億728万円

21万円

8,685万円

0万円

58万円

2万円

641万円

7万円

770万円

▲7,981万円

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の

特
別
会
計
は
、
公
営
企
業
会
計

の
水
道
事
業
を
含
め
て
１２
個
の

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
を
除

い
た
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

５９
億
５
２
９
３
万
円
、
歳
出
総

額
は
５９
億
６
５
１
９
万
円
で
歳

入
歳
出
の
差
引
総
額
は
１
２
２

６
万
円
の
不
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。 特

別
会
計

※国民健康保険事業の不足額は、翌年度歳入充

用金で補てんされています。

※水道事業の不足額は、当年度分消費税および

地方消費税資本的収支調整額と、損益勘定留

保資金で補てんされています。

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計
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自
由
研
究
・
作
品
発
表
会

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

　
９
月
７
日
、
全
校
で
「
自
由
研
究
・
作
品
発

表
会
」
を
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
会
は
、
上
川

口
小
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
夏
休

み
の
自
由
研
究
や
、
作
っ
た
作
品
を
一
人
ひ
と

り
が
全
校
の
前
で
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
作
品
の
中
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
思

っ
た
作
品
は
、
四
年
生
の
深
木
ね
ね
さ
ん
が
作

っ
た
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
で
す
。
し
ば
ふ
を
一
本
一

本
作
っ
て
い
た
り
、
小
さ
な
ね
ん
ど
で
庭
に
な

る
ぶ
ど
う
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
妹
が
た
ま
ご
ア
レ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
た
ま

ご
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
全
校
の
み
ん
な
に
わ

か
っ
て
ほ
し
い
と
自
由
研
究
で

調
べ
た
人
も
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
は
、
ラ
ー
メ
ン
に
た
ま
ご
が

使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
今
年
初
め
て
発
表
し
た
一
年
生
は
魚
つ
り
の

お
も
ち
ゃ
を
み
せ
て
く
れ
た
り
、
ゴ
ム
て
っ
ぽ

う
で
う
っ
て
み
せ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
自
由
研
究
や
作
品
の
発
表
は
、
工
夫
さ
れ
て

い
て
力
作
ば
か
り
で
し
た
。
地
域
の
方
か
ら
は

「
一
人
一
人
が
と
て
も
工
夫
を
し
て
い
て
感
心

し
ま
し
た
」
と
高
い
評
価
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
「
来
年
も
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
で
す
。

（
上
川
口
小
学
校
　
６
年
　
下
村
一
稀
・
田
所

星
那
・
千
葉
雛
・
松
岡
優
乃
介
）
 

夏
祭
り

ひ

ま

わ

り

り
ん

か

か
ず

き

ほ
し

な

ひ
な

ゆ
う

の

す
け

　
７
月

２１
日
か
ら
８
月
２
日
の
間
、
佐
賀
小
学

校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
が
、
毎
朝
、
中
学

校
に
登
校
し
て
、

５０
分
間
の
補
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
は
初
め
て
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
、

ち
ゃ
ん
と
分
か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
心
配
で
し
た
。
２
年
生
は
二
け
た
の
計
算

や
漢
字
の
筆
順
な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
が
、
教

え
た
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
、

私
の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
私
自
身
教
え
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ

た
の
で
、
こ
れ
を
機
に
少
し
は
上
手
に
な
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。（
打
井
）

　
私
が
担
当
し
た
４
年
生
は
、
私
が
６
年
生
の

と
き
の
１
年
生
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
け

れ
ど
覚
え
て
い
て
く
れ
て
、

一
緒
に
話
し
た
り
教
え
あ

っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
教
え
て
い
る
と
「
こ

う
や
っ
た
か
な
」
と
い
う

問
題
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、

先
生
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
は
み
ん
な
が
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ

て
、
私
た
ち
も
や
る
気
が

わ
い
た
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
し
た
。（
鐡
田
）

（
佐
賀
中
学
校 

３
年 

打
井
向
日
葵
・
鐡
田
鈴
華
）

　
８
月

１９
日
に
、
拳
ノ
川
小
学
校
で
、
佐
賀
北

部
夏
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
校
庭
の
周
り
に
屋

台
が
出
さ
れ
、
か
き
氷
・
焼
き
鳥
・
ジ
ュ
ー
ス

や
た
き
こ
み
ご
飯
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
も
、
焼
き
鳥
を
売
っ

て
い
ま
し
た
。
汗
だ
く
だ
く
で
し
た
。

　
校
庭
の
真
ん
中
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
を
飾
り
つ

け
た
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
子

ど
も
は
、
出
し
物
を
し
ま
し
た
。
１
・
２
年
生

は
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
３
・
４
年
生
は
一
輪

車
と
け
ん
玉
、
５
・
６
年
生
は
小
噺
と
歌
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
は
、「
マ
ジ
ッ
ク
パ
ワ
ー
、

え
い
っ
」
と
い
う
お
ま
じ
な
い
が
か
わ
い
か
っ

た
で
す
。
ひ
も
の
マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
ぜ
っ
た
い

か
ら
ま
る
と
思
っ
た
の
に
、
す
る
っ
と
ひ
も
が

ぬ
け
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
け
ん
玉
の
技

は
、
ろ
う
そ
く
・
剣
先
す
べ
り
・
廻
し
剣
・
大

技
の
飛
行
機
、
最

後
に
「
も
し
も
し

か
め
よ
」
の
歌
に

合
わ
せ
て
お
客

さ
ん
が
拍
手
し

て
く
れ
ま
し
た
。

出
し
物
は
ど
れ
も
、

大
成
功
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

（
拳
ノ
川
小
学
校 

３
年 

山
本
あ
ん
ず
・
岩
本
悠
汰
）

ゆ
う

た
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◆
は
じ
め
に

　
今
年
度
、
新
た
に

１６
人
の
新

入
生
を
迎
え
、
児
童
数
１
２
６

人
（
９
月
１
日
現
在
１
２
３
人
）、

教
職
員

２０
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
学
級
数
は
特
別
支
援
学

級
３
学
級
を
含
め
９
学
級
で
編

成
し
て
い
ま
す
。

　
お
お
ら
か
で
優
し
い
子
ど
も

た
ち
で
す
。
６
年
生
の
リ
ー
ド

の
も
と
元
気
に
勉
強
に
ス
ポ
ー

ツ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
「
鍛
え
る
」
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成

　
「
鍛
え
る
」
に
は
、
練
習
、
修

練
を
繰
り
返
し
、
技
術
や
身
体
・

精
神
を
し
っ
か
り
し
た
も
の
に

す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
知
・
徳
・
体
」
そ
れ
ぞ
れ
に
鍛

え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
力
を

養
い
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込

め
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
私
た

ち
自
身
の
指
導
力
を
鍛
え
て
い

こ
う
と
い
う
意
味
も
含
め
て
い

ま
す
。

◆
学
力
向
上

　
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る

こ
ろ
に
は
、
情
報
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
い
、
Ａ
Ｉ
の
進
歩

で
仕
事
が
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ

う
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
そ
の

社
会
の
変

化
に
対
応

で
き
る
力

を
身
に
つ

け
る
た
め
に
は
、
自
分
で
考
え
、

判
断
し
、
行
動
で
き
る
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
た

り
、
調
べ
学
習
を
し
た
り
、
地

域
へ
の
聞
き
取
り
学
習
を
し
た

り
な
ど
、
教
科
学
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
、
活
用
し
な
が
ら
よ
り

深
く
、
広
く
学
べ
る
よ
う
に
実

践
し
て
い
ま
す
。

◆
豊
か
な
心

　
「
命
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
校
で
確
認
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
命
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
友
だ
ち
の
命
も

大
切
に
す
る
、
つ
ま
り
、
相
手

の
こ
と
を
思
い
や
り
な
が
ら
優

し
い
心
で
仲
良
く
生
活
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
道
徳

や
人
権
、
学
級
活
動
な
ど
の
授

業
を
通
し
て
、
人
と
し
て
の
あ

り
方
や
生
き
方
を
考
え
ま
す
。

ま
た
、
児
童
会
が
中
心
に
な
っ

て
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
を
つ

く
る
た
め
に
、
な
か
よ
し
朝
会

で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム

を
考
え
実
行
し
た
り
、
困
っ
た

時
、
相
談
で
き
る
よ
う
に
と
相

談
窓
口
を
開
い
た
り
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
体
力
向
上

 
体
育
の
授
業
で
は
、「
私
た
ち

の
体
育
」
と
い
う
教
材
を
活
用

し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
・
県
の
体
力
テ
ス
ト

の
結
果
を
も
と
に
、
課
題
の
あ

る
運
動
領
域
を
高
め
る
た
め
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
体
育
専
門

講
師
を
招
聘
し
て
研
修
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
日
常
的
に
体
力
向
上
を
図
る

た
め
に
、
読
み
聞
か
せ
朝
会
の

あ
る
水
曜
日
以
外
の
朝
８
時
か

ら
、
全
校
の
朝
マ
ラ
ソ
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業

　
今
年
度
か
ら
高
知
県
実
践
的

防
災
教
育
推
進
指
定
事
業
を
受

け
て
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
保
・
小
・
中
・
高
合

同
避
難
訓
練
や
下
校
時
の
避
難

訓
練
、
引
き
渡
し
訓
練
な
ど
を

行
い
、
ま
た
、
授
業
を
通
し
て

防
災
へ
の

知
識
と
命

に
つ
い
て

学
ん
で
い

ま
す
。

　
昨
年

１１

月
に
世
界

津
波
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
が
黒
潮

町
で
開
催
さ
れ
、「
黒
潮
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
宣

言
の
中
に
、
自
然
の
二
面
性
が

謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

災
害
と
恵
み
で
す
。
そ
の
二
面

性
を
理
解
し
な
が
ら
、「
学
ぶ
・

行
動
・
創
造
」
を
理
念
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
も
そ
の
理
念
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
自
ら
の
命
を
守
り

抜
く
た
め
に
自
分
で
考
え
、
行

動
で
き
る
児
童
の
育
成
を
目
標

と
し
、
防
災
学
習
や
避
難
訓
練

を
通
し
て
、
科
学
的
認
識
や
実

践
行
動
を
身
に
つ
け
る
と
同
時

に
、
美
し
い
自
然
と
、
そ
の
恵

み
、
地
域
の
よ
さ
も
再
確
認
で

き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

◆
道
徳
教
育
研
究
大
会

　
今
年
度
、
幡
多
地
区
道
徳
教

育
研
究
発
表
が
、

１２
月
８
日
に

大
方
中
学
校
と
本
校
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
小
中
学
校
と

も
道
徳
の
授
業
公
開
を
行
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
深
く
考

え
、
話
し
合
い
の
で
き
る
道
徳

教
育
を
目
指
し
て
、
研
究
を
続

け
て
い
ま
す
。

◆
外
国
語
コ
ア
・
エ
リ
ア
推
進
事
業

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
、
新
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
小
学

校
３
・
４
年
生
で
週
１
時
間
の

外
国
語
活
動
、
５
・
６
年
生
で

週
２
時
間
の
外
国
語
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
を
見
据
え
て
、

今
年
度
よ
り
、
県
の
外
国
語
コ

ア
・
エ
リ
ア
推
進
事
業
の
町
内

の
拠
点
校
と
し
て
、
外
国
語
の

公
開
授
業
な
ど
を
通
し
た
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
お
わ
り
に
　

　
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
へ
の

志
を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
良
さ

や
環
境
を
活
か
し
て
、
温
か
い

つ
な
が
り
の
中
で
、
そ
の
素
地

を
養
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

校
長
　
前
田
　
浩
文

りよだ校学

『
鍛
え
る
』
〜
確
か
な
学
力
を

身
に
つ
け
、
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
子
ど
も
の
育
成

入
野
小
学
校

聞き取り学習

合同避難訓練
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◆
は
じ
め
に

　
今
年
度
は
、
児
童
数

９３
人
、

学
級
数
８
（
通
常
学
級
６
、
特

別
支
援
学
級
２
）
、
教
職
員
数

１７
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

学
校
の
教
育
目
標
は
、「
夢
や
志

を
も
ち
、
や
さ
し
く
、
た
く
ま

し
く
生
き
る
児
童
の
育
成
」
で
す
。

昨
年
ま
で
の
目
標
に
、「
や
さ
し

く
」
を
加
え
ま
し
た
。

　
め
ざ
す
児
童
像
は
、
今
年
も

「
お
・
が
・
た
・
ま
」
で
す
。

　
お 

… 

お
も
い
や
る
子

　
が 

… 

が
ん
ば
る
子

　
た 

… 

た
く
ま
し
い
子

　
ま 

… 

ま
な
ぶ
子

　
「
自
分
や
相
手
の
良
さ
を
認

め
合
い
、
支
え
合
え
る
」
、「
最

後
ま
で
粘
り
強
く
取
り
組
も
う

と
す
る
」
、「
失
敗
に
へ
こ
た
れ

ず
、
一
人
で
も
や
り
遂
げ
る
」
、

「
意
欲
を
も
っ
て
学
び
、
思
考
し
、

表
現
し
よ
う
と
す
る
」
、
そ
ん

な
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
、
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
最
も
大
切
に
し
た
い
も
の
〜

そ
れ
は
「
学
び
に
向
か
う
力
」

　
子
ど
も
た
ち
を
学
校
の
教
育

目
標
や
め
ざ
す
子
ど
も
像
に
近

付
け
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
学

力
を
中
心
と
し
た
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
教
職
員
の
切
実
な
願
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
大
切
に
し
た

い
こ
と
は
、
主
体
的
に
取
り
組

も
う
と
す
る
力
、
つ
ま
り
、「
学

び
に
向
か
う
力
」
を
育
て
る
こ

と
で
す
。

　
学
力
は
、
学
び
に
向
か
う
力

と
、
そ
れ
を
支
え
る
学
習
規
律

や
学
習
態
度
の
上
に
築
か
れ
ま

す
。
土
台
が
し
っ
か
り
し
て
い

れ
ば
、
習
得
・
活
用
・
探
究
の

学
力
は
積
み
上
げ
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
土
台
は
、
日
々
の

学
級
づ
く
り
、
授
業
づ
く
り
で

培
わ
れ
ま
す
。
土
台
も
し
っ
か

り
さ
せ
つ
つ
、
学
力
を
積
み
上

げ
て
い
く
取
組
が
、
今
、
本
校

で
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
学
力
の
状
況

　
４
月
に
実
施
し
た
標
準
学
力

調
査
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
か
ら
は
、
全
体
と

し
て
、
国
語
の
「
読
む
こ
と
」
に

か
か
わ
る
力
に
課
題
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
々
の
姿
か
ら
は
、
人

の
話
を
聴
い
た
り
、
自
分
の
考

え
を
表
現
し
た
り
す
る
力
に
課

題
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
学
力
向
上
へ
の
取
組

　
今
年
度
は
研
究
主
題
を
「
よ

く
聞
き
、
自
ら
考
え
、
伝
え
合

え
る
子
ど
も
を
育
て
る
〜
主
体

的
・
対
話
的
な
授
業
づ
く
り
を

通
し
て
〜
」
と
し
て
、
算
数
科

や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど

を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。

①
学
習
規
律
の
徹
底

　
学
び
の
姿
勢
づ
く
り
と
し
て
、

学
習
規
律
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

②
課
題
設
定
と
振
り
返
り
の
重
視

　
授
業
で
は
、
必
然
性
の
あ
る

学
習
課
題
の
設
定
、
学
び
を
確

か
め
る
振
り
返
り
の
方
法
な
ど

の
研
究
を
す
す
め
、「
先
生
、
こ

の
問
題
解
い
て
み
た
い
」「
次
は

○
○
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え

た
い
」
な
ど
の
言
葉
が
子
ど
も

か
ら
生
ま
れ
、
翌
日
の
学
習
に

つ
な
が
る
よ
う
な
授
業
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

③
児
童
会
活
動
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

　
子
ど
も
た
ち
に
も
学
力
向
上

に
参
画
し
て
も
ら
お
う
と
、
国

語
委
員
会
、
算
数
委
員
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

問
題
を
作
り
、
全
体
に
投
げ
か

け
、
学
習
へ
の
動
機
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

④
夏
の
補
習（
小
中
連
携
の
取
組
）

　
夏
休
み
の
補
習
（
「
学
び
た
い

夢
」
）
に
も
全
学
年
で
取
り
組
み

ま
し
た
。
場
所
は
中
学
校
。
冷

房
の
き
く

部
屋
を
提

供
し
て
も

ら
い
、
中

学
３
年
生

や
中
学
校

の
先
生
方

に
も
協
力

し
て
も
ら

っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
丸
つ
け

し
て
も
ら
っ
た
り
、
わ
か
ら
な

い
問
題
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り

と
、
う
れ
し
そ
う
な
子
ど
も
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

◆
地
域
に
ほ
こ
り
と
愛
着
を
も

っ
て
、
貢
献
で
き
る
力
を

　
今
年
も
浜
田
富
男
さ
ん
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
４
・
５
年

生
は
田
植
え
と
稲
刈
り
の
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
秋
に
は
収
穫

祭
を
行
い
ま
す
。
一
方
、
４
〜

６
年
生
は
「
三
世
代
ふ
れ
あ
い

健
診
」
に
今
年
も
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
貴

重
な
体
験
学
習
の
場
で
す
。
ど

の
子
も
自

分
の
役
割

を
果
た
そ

う
と
い
き

い
き
と
し

た
表
情
を

見
せ
活
動

し
ま
し
た
。

　
先
日
、
地
域
の
方
か
ら
次
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
子

ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
に
誇
り

と
愛
着
を
持
っ
て
、
生
き
抜
く

力
、
貢
献
で
き
る
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
て
ほ
し
い
」
。
こ
れ
は
、

学
校
の
教
育
目
標
と
も
重
な
り

ま
す
。
生
活
科
や
社
会
科
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
中

核
に
、
体
験
的
、
探
究
的
な
学

習
を
通
し
て
、
学
び
へ
の
意
欲

を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、
地

域
や
地
域
の
人
々
に
役
に
立
ち

た
い
、
貢
献
し
た
い
と
思
う
子

ど
も
、
ふ
る
さ
と
大
好
き
な
子

ど
も
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

校
長
　
陸
野
　
高
俊

夢
や
志
を
も
ち
、
や
さ
し
く
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
児
童
の
育
成

佐
賀
小
学
校

学びたい夢

三世代ふれあい

学びの5階層

学習規律・学習態度

向かう

わかる

できる

用いる

深める深める

習得

活用 学力

探究

意欲

りよだ校学
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１０
月
中
旬
か
ら
１１
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁

4
3
―
2
8
3
6

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁

5
5
―
7
3
7
3

大方地域

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（月） 地域子育て支援センター（大方中央保育所内） 9：30～10：30（受付時間）愛 育 相 談

17日（火） 緑野集会所 10：00～12：00緑野ふれあいサロン

18日（水） 上田の口集会所 9：30～12：00上田の口ふれあいサロン

19日（木） 上川口郷集会所 9：30～12：00上川口郷ふれあいサロン

7：30～9：00肺 が ん 検 診

20日（金）

8：00～9：00胃 が ん 検 診

土佐西南大規模公園体育館
8：00～9：30

大腸がん検診（容器配布）

13：00～13：30

8：30～9：30
特 定 健 診

13：00～14：00

7：30～10：30肺 が ん 検 診

JA高知はた大方南部事業所
8：00～9：00胃 が ん 検 診

8：00～9：30大腸がん検診（容器配布）

21日（土）
8：30～10：00特 定 健 診

下馬荷集落センター 13：00～13：20

中馬荷集落センター 13：30～13：40肺 が ん 検 診

福堂集会所 13：50～14：00

旧馬荷小学校体育館 13：30～14：00特 定 健 診

23日（月） 小川集落センター 10：00～12：00小川ふれあいサロン

24日（火）
早咲集会所 10：00～12：00早咲ふれあいサロン

配布時に記載（20・21日配布分） 8：30まで大腸がん検診（容器回収）

26日（木）
浮津集落センター 9：30～12：00浮津ふれあいサロン

浜の宮集会所 10：00～12：00浜の宮ふれあいサロン

27日（金）
王迎集会所 9：30～12：00王迎ふれあいサロン

出口集会所 10：00～11：00出 口 健 康 相 談

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

6日（月） 湊川ふれあいセンター 10：00～11：00奥 湊 川 健 康 相 談

9日（木） 上川口浦集会所 10：30～13：00上川口浦ふれあいサロン

10日（金） 下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00下田の口ふれあいサロン

13日（月）
田村集会所 9：30～12：00田村ふれあいサロン

小川集落センター 10：00～12：00小川ふれあいサロン

14日（火） 伊田浦老人憩の家 9：30～12：00伊田ふれあいサロン

15日（水） 御坊畑集会所 9：30～10：30御坊畑ふれあいサロン

（受付時間）
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月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

さたけ小児科 蕁37－2255

大野内科 蕁37－5281

宿毛市　（0880）

大井田病院 蕁63－2101

幡多けんみん病院蕁66－2222

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

四万十町　（0880）

大西病院 蕁22－1191

くぼかわ病院 蕁22－1111

10/15（日）

22（日）

29（日）

正木整形外科 蕁34－5252

四万十市立市民病院 蕁34－2126

小原外科胃腸科 蕁35－0108

清谷医院 蕁63－2302

筒井病院 蕁66－0013

いなげ胃腸科内科蕁62－1113

11/3（金）

5（日）

12（日）

■当直医療機関

日 土月 火 水 木 金

1 72 3 4 5 6
午前 日 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療外来診療（伊与喜地区） 外来診療（矢野先生）

8 149 10 11 12 13
午前 日 土外来診療 外来診療（澤田先生）

外来診療
（伊与喜地区）

外来診療
（伊与喜地区）

時30分まで） 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療

15 2116 17 18 19 20
午前 日 土外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（11：00まで）外来診療（池田先生）

午後 日 土小学校内科健診
外来診療（澤田先生）

外来診療
外来診療 外来診療（矢野先生）

282322 24 25 26 27
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生）

（体育の日）

外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療（矢野先生）

外来診療

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

303029 31 27 28 29
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療（矢野先生）

外来診療

【診療時間】午前9時～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　10月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111

※当診療所は予約制となっております。初診の方や予約のない方はあらかじめ電話連絡をお願いします。�     
※医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。�     
※月曜日のみ診療時間が午後12時30分～14時（受付は13時50分まで）となっておりますのでご注意ください。
※火曜日・木曜日・金曜日は、高知医療センター内科医師が診療しています。�

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

佐賀地域

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

19日（木） 市野瀬集会所 13:30～15:00市 野 瀬 健 康 相 談

20日（金） 総合センター 10:00～14:00

23日（月） 佐賀保育所 10:00～11:00

24日（火） 大和田集会所 10：00～13：00

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

8日（水） 総合センター 13:00～13:30（受付時間）

12日（日）

13日（月）

川奥集会所 10:00～13:00

鈴漁民センター 10:00～13:00

佐賀ふれあいサロン

愛 育 相 談

大和田ふれあいサロン

乳児・１歳６カ月児健診

川奥・荷稲・小黒ノ川合同サロン

鈴 ふ れ あ い サ ロ ン
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健

知

袋

康

恵

　
今
回
は
、
高
知
大
学
医
学
部
の
泌
尿

器
科
学
講
座
　
蘆
田
真
吾
先
生
に
よ
る

「
前
立
腺
が
ん
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
前
立
腺
と
は
、
膀
胱
の
下
に
位
置
す

る
ク
ル
ミ
大
の
臓
器
で
、
男
性
ホ
ル
モ

ン
に
よ
り
維
持
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
は
た
ら
き
は
、
精
子
に
栄
養
を
与

え
た
り
精
子
の
運
動
を
助
け
る
前
立
腺

液
を
分
泌
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
前
立
腺
に
で
き
る
が
ん
が
前
立
腺

が
ん
で
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
、
日
本
で
も
年
々
増

加
し
て
お
り
、
そ
の
罹
患
数
は
、
２
０

１
５
年
の
が
ん
統
計
予
測
で
は
９
８
４

０
０
人
と
推
定
さ
れ
、
つ
い
に
男
性
の

が
ん
第
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
増
加
の

原
因
は
、
社
会
の
高
齢
化
、
食
生
活
の

欧
米
化
、
そ
し
て
診
断
法
の
進
歩
、
す

な
わ
ち
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の
普
及
で
す
。
ま

た
、
家
族
歴
も
重
要
で
、
家
族
に
前
立

腺
が
ん
患
者
が
い
る
場
合
は
前
立
腺
が

ん
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
、
早
期
は
無
症
状
で

す
が
、
進
行
す
る
と
前
立
腺
肥
大
症
と

同
じ
よ
う
な
症
状
が
出
現
し
、
さ
ら
に

進
行
す
る
と
転
移
を
し
て
腰
痛
や
四
肢

に
痛
み
が
出
て
き
ま
す
。

ど
ん
な
検
査
が
あ
る
の
？

　
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）
は
、
前

立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
、
血
液

検
査
で
簡
単
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

前
立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
に
非
常
に
役

立
ち
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
は

ま
だ
ま
だ
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
率
が
低
く
、
そ

の
た
め
、
未
だ
に
進
行
が
ん
で
見
つ
か

る
人
が
３
〜
４
割
ほ
ど
い
ま
す
。
最
近

は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
高
い
人
に
は
、
ま
ず
Ｍ

Ｒ
Ｉ
を
行
い
ま
す
。
確
定
診
断
に
は
生

検
が
必
要
で
す
が
、
生
検
※
が
必
要
な

が
ん
が
あ
る
か
ど
う
か
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、

よ
り
精
度
の
高
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
る
こ

と
で
診
断
能
力
が
上
が
り
ま
す
。

※
病
気
の
疑
い
あ
る
部
分
を
取
っ
て
、

顕
微
鏡
な
ど
で
調
べ
る
検
査

ど
ん
な
治
療
を
す
る
の
？

　
治
療
は
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、
ホ

ル
モ
ン
療
法
が
３
本
柱
に
な
り
ま
す
が
、

根
治
が
期
待
で
き
る
の
は
手
術
か
放
射

線
療
法
で
す
。

　
手
術
は
、
設
備
が
備
わ
っ
て
い
る
施

設
で
は
、
通
常
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

が
行
わ
れ
ま
す
（
高
知
大
学
病
院
に
最

新
式
の
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
）。
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
と
は
、

術
者
が
直
接
患
者
さ
ん
に
触
れ
る
こ
と

な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
し
て
行

う
手
術
で
す
。

　
放
射
線
療
法
に
は
、
外
照
射
と
内
照

射
が
あ
り
ま
す
。
内
照
射
と
は
、
体
の

中
か
ら
放
射
線
を
あ
て
て
、
が
ん
細
胞

を
死
滅
さ
せ
る
治
療
法
で
す
。
ホ
ル
モ

ン
療
法
は
、
通
常
、
転
移
の
あ
る
が
ん

に
対
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
、
早
期
に
見
つ
か
る

と
治
る
病
気
で
す
。
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
た
め
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

◆
特
定
健
康
診
査
受
診
時
に
行
う
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
査
の
無
料
実
施
に
つ
い
て

　
現
在
、
県
で
は
前
立
腺
が
ん
に
つ
い

て
県
民
の
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
罹
患
者
数
が
増

加
し
始
め
る

５５
歳
の
年
齢
の
方
を
対
象

に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
無
料
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
（
以
下
の
要
件
の
①
②
③
ま
た

は
①
②
④
を
満
た
す
方
）

①
高
知
県
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成

２９

年
４
月
１
日
〜
平
成

３０
年
１
月

３１
日

ま
で
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
受
検
で
き
る
方
。

②
特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
男
性
。

③
平
成

２８
年
度
中
に

５５
歳
と
な
っ
た
方

で
（
昭
和

３６
年
４
月
２
日
〜
昭
和

３７

年
４
月
１
日
生
）
、
当
該
事
業
を
未

利
用
の
方
。

④
平
成

２９
年
度
中
に

５５
歳
と
な
る
方（
昭

和
３７
年
４
月
２
日
〜
昭
和

３８
年
４
月

１
日
生
）

対
象
期
間
　
平
成

３０
年
１
月

３１
日
ま
で

検
査
実
施
者

高
知
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
医
療
機
関

（
町
内
は
、
大
方
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
佐
賀

診
療
所
・
拳
ノ
川
診
療
所
で
実
施
）

検
査
費
用
　
無
料

持
参
品
　
氏
名
・
住
所
・
年
齢
を
確
認

で
き
る
書
類
（
健
康
保
険
証
・
運
転
免

許
証
・
特
定
健
診
受
診
券
な
ど
）

検
査
結
果
　
検
査
後
、
郵
送
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
特
定
健
診
受
診
と
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３

泌
尿
器
シ
リ
ー
ズ
③

あ
し

だ

し
ん

ご
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９
月
３
日
（
日
）
は
黒
潮
町
総
合
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
、
約
４
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
必
ず

来
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
の

も
と
、
沿
岸
部
に
は
主
に
津
波
を
、
山

間
部
で
は
土
砂
災
害
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

想
定
し
た
避
難
訓
練
と
安
否
確
認
を
実

施
し
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
８
時
の
緊
急
地
震
速

報
と
直
後
の
サ
イ
レ
ン
な
ら
び
に
地
震

音
・
避
難
指
示
を
地
震
発
生
と
見
立
て
、

町
内
全
域
で
一
斉
に
放
送
が
あ
り
ま
し

た
。

　
訓
練
終
了
後
に
は
、
各
地
区
で
想
定

さ
れ
る
災
害
に
あ
わ
せ
て
計
画
さ
れ
た

消
火
訓
練
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
た
訓
練
、
炊
出
し
訓
練
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
地
域
住
民
と
自
主

防
災
組
織
、
消
防
団
、
町
職
員
、
そ
の

ほ
か
関
係
機
関
が
連
携
し
行
い
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
高
い
防
災
意
識
を

も
っ
て
参
加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
今
年
の
訓
練
に
は
全
住
民
の
約

４０

％
が
参
加
し
た
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

　
平
成

２４
年
、
日
本
一
厳
し
い
津
波
高

の
発
表
を
受
け
た
黒
潮
町
で
す
が
、
災

害
に
関
す
る
知
識
を
正
し
く
受
け
入
れ
、

定
期
的
に
訓
練
を
行
う
こ
と
で
減
災
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
皆
さ
ん
で
防
災
意
識
を
高

く
保
ち
、
助
か
る
命
が
当
た
り
前
に
助

か
る
、
災
害
に
強
い
町
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　　
広
報
紙
と
合
わ
せ
て
全
戸
配
布
し
て

い
る
「
第
３
回
黒
潮
町
地
区
防
災
計
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
、

記
載
内
容
の
う
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
部

変
更
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
変
更
内
容
】

　
「

１３
時

４０
分
か
ら
予
定
の
王
迎
・
会

所
地
区
自
主
防
災
会
の
実
践
報
告
」
と

「
１４
時

２０
分
か
ら
予
定
の
佐
賀
小
学
校

の
実
践
報
告
」
の
順
番
が
入
れ
替
え
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
　

 　
黒
潮
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

に
関
す
る
補
助
制
度
の
周
知
や
促
進
の

た
め
、
昭
和

５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
木
造
住
宅
に
町
の
訪
問
員

が
戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
全
域
を
順
次
訪
問
し
て
い
ま
す

の
で
、
住
宅
耐
震
に
関
す
る
こ
と
や
室

内
の
家
具
転
倒
防
止
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
136

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁

4
3
―
2
1
8
8
　
　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁

5
5
―
3
1
1
3

黒
潮
町
総
合
防
災
訓
練

地
区
防
災
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

チ
ラ
シ
に
関
す
る
お
知
ら
せ

住
宅
耐
震
に
関
す
る

戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す

応急救護訓練（錦野地区）

個別訪問の様子

避難訓練の様子 災害対策本部訓練
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ・届出【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～ 国保への加入・脱退の届出についてお知らせします ～

■ 次のようなときは、14日以内に必ず役場の国保窓口へ届け出てください。

こんなとき 必要なもの

1 他の市区町村から転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書、印かん

9 町内で住所が変わったとき

保険証、印かん

本人確認ができるもの（使えなくなった保険証や

運転免許証、マイナンバーカードなど）、印かん

13 修学のため、他の市区町村に転出するとき 保険証、在学証明書など、印かん

10 世帯主や氏名が変わったとき

11 世帯分離や世帯合併の届出をしたとき

1 職場の健康保険の資格が喪失したとき
職場の健康保険の喪失日がわかる

もの、印かん

2
職場の健康保険などの被扶養者でなくな

ったとき

職場の健康保険の喪失日（被扶養者で

なくなった日）がわかるもの、印かん

5 子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳、印かん

1 生活保護が終了し、国保に加入するとき 保護廃止決定通知書、印かん

3 外国籍の方が国保に加入するとき 在留カード

4 外国籍の方が国保を脱退するとき 在留カード、保険証

2 他の市区町村に転出するとき 保険証、印かん

3 職場の健康保険などに入ったとき 国保と職場の健康保険の両方の保

険証（後者が未交付のときは加入し

たことを証明するもの）、印かん
4

職場の健康保険などの被扶養者になった

とき

6 死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印かん

7 生活保護を開始するとき 保険証、保護開始決定通知書、印かん

8

65歳以上75歳未満で、一定の障害があ

り、申請により後期高齢者医療保険に加

入するため、国保を喪失するとき

12
保険証を失くしたときや、汚れて使えな

くなったとき

障がい者手帳、印かん

2
退職後他の市区町村から転入し、国保に

加入するとき
他の市区町村の転出証明書、印かん

他の健康保

険に加入し

ている方

そ　の　他

①国保の資格喪失後に、黒潮町国保の保険証を使って医療機関で受診した場合は、保険分の医

療費を町に返還していただく場合があります。また返還

分の医療費は、新たに加入した保険者へ請求することが

できます。

②７５歳の誕生日を迎え、新たに後期高齢者医療の対象と

なる方は、国保喪失の届出の必要はありません。

③トラブルを防ぐためにも、上記の表の事例があった時は、

早めの手続をお願いします。届出が遅れると、給付ができない場合があります。

国保に加入

する方、

もしくは

すでに、国

保に加入し

ている方
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後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ

を受けましょう。

「歯」と「お口」の健康は、体の健康の原点です。

○お申し込み・お問い合わせ

　住民課 国保係　　　　　蕁43－2800

　健康福祉課 保健衛生係　蕁43－2836　 地域住民課 保健センター　蕁55－7373

歯 科 健 康 診 査

後期高齢者医療の被保険者の方は、

年1回 無料で歯科健康診査が受診できます。
※治療が必要な場合は、別途費用がかかります。

　皆さんの歯・歯肉の状態や口腔清掃状態などをチェックし、誤嚥性肺炎など
の口腔機能低下の予防をするため、歯科健康診査を実施します。皆さんのお口の健康状
態を知る良い機会となりますので、後期高齢者の特性に合わせた歯科検診を受診しましょう。

　なお、検査結果は、保健指導などに活用しますので、ご了承ください。

ご えん せい

歯科健診実施期間（平成29年度）

受　診　方　法

10月1日～平成30年2月28日（5カ月間）

検　診　結　果

検診結果は、受診した歯科医院で検診当日に説明してくれます

①受診希望の方は、下記までお申し込みください。

※昭和16年4月1日～昭和17年3月31日生まれの方および前年度後期高齢者医療の歯科検

診を受診した方は、受診券を事前発送しますので、申込の必要はありません。

※長期入院の方、施設などへ入所中の方は対象外です。

②対象者であることを確認した後に、「受診券」「問診票」「実施機関一覧表」をお送りします。

③一覧表にある歯科医院に電話し、検診の予約をしてください。

④次のものを持って、検診を受けてください。（被保険者証・受診券・問診票・入れ歯・お薬手帳）

※重複受診が判明した場合は、費用を請求させていただきますので、ご了承ください。

「むし歯」「歯周病」「咬み合わせ」「噛む力」などのお口の健康状態が、日々の食生活だけで

なく、認知機能の低下や生活習慣病などに影響を及ぼすおそれがあります。

お口の健康チェックで、健やかな体づくりにつなげましょう
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◆ 福祉用具を借りる（福祉用具貸与）

＜利用できる福祉用具の種類＞

＜利用できる福祉用具の種類＞

利用にはケアプランが必要ですので、ケアマネジャーにご相談ください。

◆ 特定福祉用具を購入する（福祉用具購入費の支給）

◆ 貸与・購入にかかる利用者負担

県の指定を受けた指定福祉用具販売事業所で、専門相談員の助言を受けて購入します。

●福祉用具貸与の場合 … 借りる費用の1割

●福祉用具購入の場合 … 購入費用の1割（支給対象限度額は年度ごとに10万円までです。）

※認定が要支援1・2、要介護1の方は、⑤～⑪の福祉用具を介護保険給付で借りることができません。また、

⑪自動排泄処理装置については、要介護2・3の方も対象外となります。（ただし、要支援1～要介護3の

方でも、例外として利用できる場合があります）

※指定福祉用具販売事業所以外（ホームセンターなど）での購入は、支給の対象となりませんので、事前に

必ず担当ケアマネジャー、または介護保険係までお問い合わせください。

※一定の所得がある方の利用者負担は2割になります。お手元の自己負担割合証をご確認ください。

①手すり
（工事を伴わないもの）

②スロープ
（工事を伴わないもの）

③歩行器

④歩行補助つえ ⑤車いすとその付属品

①腰掛便座
（補高便座、ポータブルトイレなど）

②入浴補助用具
（入浴用いす、浴槽用手すりなど）

③簡易浴槽

④移動用リフトの吊り具の部分 ⑤自動排泄処理装置の交換可能部品

⑥特殊寝台とその付属品

⑦床ずれ防止用具 ⑧体位変換器 ⑨認知症老人徘徊感知機器

⑩移動用リフト ⑪自動排泄処理装置

　福祉用具を上手に利用すれば、介護が必要な方の自立を助ける有効な手だて

となります。しかし、適切に利用ができなければ、かえって体の衰えを招くこ

とになってしまいます。利用にあたっては、どのような福祉用具を選び、活用

していけばよいかを、担当ケアマネジャーなどと十分相談しましょう。

介護保険料は大切な財源です。安心で便利な口座振替を利用して納付期限までにお納めください。

福祉用具について

介護保険広報シリーズ イド介護保険介護保険介護保険 ガ
　要介護・要支援認定を受けられた方が、自宅で自立した生活を送るために、福祉用具を借りる、また

は購入することができます。適切な福祉用具の使用であると町が認めた場合は、借りる場合・購入する

場合のどちらにおいても、費用の一部が介護保険より支給されますので、ケアマネジャーまたは指定事

業所の専門相談員にご相談ください。
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「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
身
の
年
金
の

情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

２４
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
次

の
よ
う
な
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

最
新
の
年
金
加
入
記
録
を
確
認
で
き
ま
す

【
年
金
記
録
照
会
】で
確
認
で
き
る
こ
と

◆
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
履
歴

◆
国
民
年
金
加
入
記
録

　
・
国
民
年
金
の
加
入
月
数

　
・
各
月
の
納
付
状
況

　
・
納
付
可
能
な
月
　
な
ど

◆
厚
生
年
金
加
入
記
録

　
・
厚
生
年
金
の
加
入
月
数

　
・
資
格
取
得

　
・
喪
失
年
月
日
　
な
ど

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
期
間
な
ど
に
つ
い
て
、

納
付
可
能
な
月
数
や
金
額
を
確
認
で
き

ま
す

【
追
納
・
後
納
可
能
月
数
と
金
額
の
確

認
】
で
確
認
で
き
る
こ
と

　
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
場
合
の
金

額
（
保
険
料
額
）
や
納
付
し
た
場
合
に
老

齢
基
礎
年
金
額
が
増
え
る
こ
と
な
ど
の

年
金
見
込
額
も
確
認
で
き
ま
す
。

将
来
受
け
取
る
年
金
の
見
込
額
を
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
に
応
じ
て
試
算
で
き
ま
す

【
年
金
見
込
額
試
算
】
で
確
認
で
き
る

こ
と

◆
現
在
の
年
金
制
度
で

６０
歳
ま
で
年
金

を
納
付
し
た
場
合
の
試
算
が
で
き
ま

す
。

◆
今
後
の
職
業
や
収
入
を
質
問
に
答
え

て
試
算
で
き
ま
す
。

◆
詳
細
な
条
件
を
ご
自
身
で
設
定
し
て

試
算
で
き
ま
す
。

◆
年
齢
ご
と
の
年
金
の
見
込
額

◆
年
金
受
給
開
始
の
年
齢
　
な
ど

年
金
手
帳
が
あ
れ
ば
ご
利
用
登
録
は
カ

ン
タ
ン

　
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
検
索
、
も
し

く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
き
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ペ
ー

ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録

の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
（
年
金
手

帳
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る

１０
ケ
タ
の

番
号
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
定

期
便
・
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト

等
専
用
ダ
イ

ヤ
ル

蕁

０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

○
そ
の
ほ
か
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―
２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係蕁

５
５
―
３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―
１
６
１
６

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成

２８
年

の
事
故
発
生
件
数
は
約

５０
万
件
、
死
傷

者
数
は
約

６２
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が

交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負

の
部
分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も

た
ら
す
も
の
で
す
。
自
賠
責
保
険
・
共

済
は
、
す
べ
て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１

台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る

こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を

保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救

済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責

制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共

済
金
の
支
払
い
の
仕
組
み
な
ど
を
十
分

に
理
解
、
認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
国
土
交
通
省 

四
国
運
輸
局

 
高
知
運
輸
支
局
輸
送
・
監
査
部
門

蕁

０
８
８
―
８
６
６
―
７
３
１
１

ねんきんネット

申請用ページへリンク

ねんきん太郎 ねんきんクマ

スマートフォン・パソコンから

いつでもどこでも利用可能 

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
の
ご
案
内

〜
「
免
許
よ
し 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
よ
し

 
 
 
 
 
 
 
 

自
賠
責
は
？
」
〜

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は

法
令
違
反
で
す

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保

障
法
に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
全
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な

し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

簡
単
便
利
な
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
家
庭
で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の

も
め
ご
と
、
人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す

る
相
談
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
の
秘
密
は

必
ず
守
り
、
料
金
は
無
料
で
す
。
安
心

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１０
月

１７
日
（
火
）

　
午
前

１０
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
（
拳
ノ
川
）

・
１０
月

２０
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
馬
荷
老
人
憩
の
家

・
１０
月

２０
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
前
）

・
１１
月

１０
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
鞭
集
会
所

・
１１
月

１０
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
前
）

※
１１
月

１０
日
午
後
の
相
談
所
に
は
、
行

政
書
士
も
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

４
３
―
２
８
０
０
（
予
約
不
要
）

　
総
務
省
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
行

政
相
談
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

毎
年

１０
月
に
「
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け
、

各
種
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
黒
潮
町
で
、
上
記
の
相
談
所
な
ど
で

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談

委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、

１０
月

２４
日
（
火
）
午
前

１０
時

３０

分
〜
午
後
３
時
に
は
、
ア
ピ
ア
さ
つ
き

（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

１３
）に
て
、

１
日
合
同
行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
。

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
お
困
り
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
医
療
保
険
や
年
金
の
こ
と
を
聞
き
た

い
・
道
路
標
識
が
わ
か
り
づ
ら
い

・
車
イ
ス
な
ど
で
公
共
施
設
が
利
用
し

づ
ら
い

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁

０
８
８
―
８
２
４
―
４
１
０
０

　
人
工
透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
方
に
、

通
院
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
対
象
期
間
中
、
人
工
透
析
療
法
の
た

め
月
８
日
以
上
通
院
し
た
方

※
生
活
保
護
受
給
者
、
入
院
の
み
の
方
、

医
療
機
関
に
よ
る
無
料
送
迎
（
バ
ス
な

ど
）
を
利
用
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。

◆
対
象
期
間
　

　
平
成

２９
年
４
月
１
日
（
土
）
〜
９
月

３０

日
（
土
）

◆
支
給
金
額
　

　
１
カ
月
　
５
０
０
０
円
以
内

◆
支
給
方
法
　

１０
月
以
降
、
対
象
期
間

の
６
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

◆
申
請
方
法
　

　
「
通
院
証
明
書
」
に
医
療
機
関
の
証

明
を
も
ら
い
、「
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
」

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
類
は
、
本
庁
・
佐
賀
支
所
の
福
祉
担

当
係
に
あ
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
の
証
明
に
係
る
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
提
出
期
限
　

１０
月

３１
日
（
火
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 
福
祉
係

蕁

４
３
―
２
１
１
６

　
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
と
し
て
、

幡
多
管
内
に
は

１２
カ
所
の
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
い
る
方
々
の
作
品
を
一
堂

に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

◆
開
催
日
時
　

　
１２
月

１１
日
（
月
）
〜

１２
月

１５
日
（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
１１
日
（
月
）
は
午
後
１
時
開
始
、

１５

日
（
金
）
は
正
午
終
了
）

◆
会
場
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
　

　
１
階
展
示
ホ
ー
ル

　
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

２２

※
入
場
無
料

◆
展
示
品
　
編
み
物
・
ク
ラ
フ
ト
・
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
・
俳
句
・
ち
ぎ
り
絵
な
ど

◆
主
催
　
は
た
の
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
合
同
作
品
展
実
行
委
員
会

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
福
祉
保
健
所 

地
域
支
援
室

 
四
万
十
市
中
村
山
手
通

１９

蕁

３
５
―
５
９
７
３

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

行
政
・
人
権
相
談
所
の
開
催

１０
月
１６
日
（
月
）
〜
２２
日
（
日
）
は
、

行
政
相
談
週
間
で
す

通
院
し
て
人
工
透
析
を
受
け
て
い

る
方
に
通
院
費
を
助
成
し
ま
す

平
成
２９
年
度
「
は
た
の
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
合
同
作
品
展
」
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
地
域
の
誰
も
が
気
軽
に
「
集
え
る
場

所
」
と
し
て
、
町
内
に
は
４
ケ
所
の
あ

っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
今
年
の
夏
休
み
は
、
各
セ
ン
タ
ー

と
サ
テ
ラ
イ
ト
（
集
会
所
な
ど
へ
の
出

張
）
で
、
世
代
間
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
夏
休
み
、
県
内
各
地
域
で
開
催
さ
れ

て
い
た
「
子
ど
も
食
堂
」
。「
町
内
で
も

や
っ
て
は
ど
う
か
、
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
民
生
児
童
委
員

を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
職
員
、
社
協
、

住
民
が
集
ま
り
検
討
会
を
行
い
、「
誰

で
も
参
加
し
交
流
で
き
る
場
所
」
を
目

的
と
し
、

８
月

２６
日

（
土
）
に
開

催
。

７４
人

が
集
ま
り
、

楽
し
い
時

間
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成

１３
年
４
月
よ
り
、
単
独
処
理
浄

化
槽
の
新
設
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
地
球

に
や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

が
進
ん
で
い
ま
す
。

 
合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水
洗

化
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め
る
だ
け
で

な
く
、
き
れ
い
な
水
を
川
な
ど
に
帰
し
、

美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の
汚
水

処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す
が
、
正
し

い
使
い
方
と
適
正
な
維
持
管
理
が
な
さ

れ
な
い
と
、
本
来
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
図

り
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を

き
ち
ん
と
行
っ
て
、
黒
潮
町
の
美
し
い

自
然
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

・
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門
知

識
を
持
つ
資
格
の
あ
る
業
者
に
委
託

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
長
の
許
可

を
受
け
た
業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う
。

・
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十

分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
大

変
重
要
な
検
査
で
す
。
年
１
回
必
ず

指
定
検
査
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
指
定
検
査
機
関

　
高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁

０
８
８
―
８
６
０
―
２
４
０
０

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

 
 
蕁

４
３
―
２
８
０
０

　
　
　
　

　
離
婚
・
生
活
保
護
・
成
年
後
見
・
相
続
・

遺
言
な
ど
、
日
常
に
か
か
る
何
で
も
相
談

に
高
知
県
行
政
書
士
会
と
、
行
政
書
士
で

構
成
す
る
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後

見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
高
知
県
支
部
会
員

が
無
料
で
お
応
え
し
ま
す
。（
予
約
不
要
）

◆
開
催
日
時
　

１０
月
７
日
（
土
）

 
 
 
 
 
 

午
前

１０
時
〜
午
後
２
時
ま
で

◆
場
所

四
万
十
市
中
央
公
民
館
三
階 

研
修
室
二

四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

２２

◆
主
催
　
高
知
県
行
政
書
士
会 

一
般

財
団
法
人 

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
高
知
県
支
部

○
お
問
い
合
わ
せ

 
高
知
県
行
政
書
士
会 

コ
ス
モ
ス

　
蕁

３
７
―
１
２
０
２
（
担
当
　
曽
根
）

高
知
県
行
政
書
士
会

コ
ス
モ
ス
高
知
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

地
域
で
集
う
黒
潮
町
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
子
ど
も
食
堂
」
開
設
に
向
け
た
勉

強
会
・
交
流
会
IN
大
方
町
民
館

毎
年
１０
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

『こぶし』の様子。毎日、子どもたちが遊び
に来ます

『北郷』サテライトかきせで田ノ口子ども
教室と交流

大方中学校生徒との交流

調理場も会場も笑い声がいっぱい
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平
成

３１
年

１０
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

率
お
よ
び
地
方
消
費
税
率
を
合
わ
せ
た

税
率
が
８
％
か
ら

１０
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
税
率
の
引
上
げ
と
同
時
に
、
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

 
中
村
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を

対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

 
１０
月

２６
日
（
木
）

・
午
前 

１０
時
〜

１１
時

３０
分

・
午
後 

１
時

３０
分
〜
３
時

◆
定
員
　
午
前
と
午
後 

各
１
０
０
人

　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

◆
場
所

 
中
村
商
工
会
館 

３
階
大
会
議
室

 
四
万
十
市
中
村
小
姓
町

４６

※
宿
毛
市
・
土
佐
清
水
市
な
ど
の
会
場

も
出
席
可
能
で
す
。

 
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
来
場
の

際
に
は
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
中
村
税
務
署
　

蕁

３
５
―
２
１
３
５
（
代
表
）

※
自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す
。
２
番
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
知
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
す
。
全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
で
、

各
種
相
続
手
続
き
に
利
用
で
き
る
「
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で

あ
る
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
も
の
で

す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
各

種
相
続
手
続
き
で
戸
籍
謄
本
を
何
度
も

出
し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す（
※
）。

　
手
続
き
先
が
複
数
あ
る
場
合
、
手
続

き
が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
と
て

も
便
利
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

　
発
行
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
相
続
手
続
き
で
必
要
と
な
る
書
類
は
、

各
機
関
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
要

な
書
類
は
提
出
先
と
な
る
各
機
関
に

照
会
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局 

不
動
産
登
記
部
門

蕁

０
８
８
―
８
２
２
―
３
３
３
１

　
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
と
も
な
い
、

所
得
の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
を

考
え
、
簡
素
な
給
付
措
置
と
し
て
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
給
付
金
は
、
平
成

２６
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
消
費
税
の
引
上

げ
（
８
％
↓

１０
％
）
が
２
年
半
延
期
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
経
済
対
策
の
一
環

と
し
て
、
平
成

２９
年
４
月
か
ら
平
成

３１

年
９
月
ま
で
の
２
年
半
分
を
一
括
し
て

支
給
す
る
も
の
で
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
平
成

２８
年
１
月
１
日
時
点
で
黒
潮
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成

２８
年
度
分

の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
が
対
象
で
す
。
　

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
外
で
す
。

・
平
成

２８
年
度
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
税
法
上
の
扶

養
親
族
な
ど

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

・
支
給
決
定
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

な
ど

◆
支
給
額

　
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

◆
申
請
手
続
き

　
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
４
月
下

旬
に
案
内
書
と
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
期
間
内
に
役
場
担
当
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

◆
申
請
期
限
　

１０
月

３１
日
（
火
）
ま
で
　

※
当
日
消
印
有
効

◆
給
付
方
法

　
申
請
書
受
付
後
、
審
査
の
う
え
、
支

給
対
象
者
の
指
定
口
座
へ
随
時
、
振
り

込
み
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
総
合
窓
口
第
２
係蕁

５
５
―
３
１
１
２

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
に
つ
い
て

2019（平成31）年10月1日以降

標準税率 軽減税率

消費税率 7.8％ 6.24％

地方消費税率 2.2％ 1.76％

合  計 10.0％ 8.0％

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
期
限
は
１０
月
末
ま
で
で
す

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

執
行
機
関

現 地 案 内

公売物件
詳しくは、黒潮町役場本庁税務課・佐賀支所地域住民課・JA高知はた大方支所・佐賀支所に備え付けのチラシをご覧
ください。また、租税債権管理機構ホームページ　http://www.hata-e.co.jp/̃hata_sozei/index.htmlの「公売情
報」をご確認ください。
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幡多広域消費生活センター便り

「数億円当選した」はずが5万円の支払いに

迷惑メールは無視

【幡多広域消費生活センター】

  相談受付日時／月曜日～金曜日（祝祭日および年末年始を除く）�

  　　　　　　　午前9時～正午・　午後1時～5時

    　　　　　　 蕁34－6301　FAX 34－6295

  〒787－0012 四万十市右山五月町8番32号 四万十市立働く婦人の家1階

困ったときは、消費生活センターへご相談ください

　申し込んだ覚えはないのに、数億円当選したとのメールが

スマートフォンに何度も届くので、本当に当選したかもしれ

ないと思い返信した。当選金を受け取るには登録料1万円が

かかると言われ、指示されるままにプリペイド型電子マネー

のギフト券をコンビニで購入して、番号を写真に撮って送信した。その後も手数

料などの名目で請求があり、合計で5万円ほど支払ってしまった。返金してほしい。

 （60歳代　男性）

ひとこと助言�   

●「有料サイトの料金が未納」「当選したのでお金がもらえる」などの心当たりの

ないメールやSMS（ショートメッセージサービス）が届いても、絶対に開かず、

すぐに削除してください。�      　　　　

●安易に連絡してしまうと、金銭を要求されたり、個人情報を聞きだされたりす

る危険があります。メールの内容には反応しないようにしましょう。

●不安を感じたときや困ったときは、早めにお住まいの消費生活センターなどに

ご相談ください。消費生活センターの電話番号が分からない場合は消費者ホッ

トライン188へダイヤルしてください。�     

（国民生活センター 見守り新鮮情報 第285号より）
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仕事は計画を立てて行うもの。それでは休暇は？

10月は年次有給休暇取得促進期間です。

「仕事休もっ化計画」

〈働いている皆さんへ〉

　年次有給休暇の取得には、会社に申し出ることが必要です。

　仕事は計画的に進めるあなた。年次有給休暇についても、職場と調和を図り、

計画的に取得しましょう。

〈経営者の皆さんへ〉

　来年（度）の事業計画を検討するに当たっては、従業員の年次有給休暇取得を考慮しましょう。

また、労使協定を結べば、計画的に年次有給休暇の取得日を割り振ることができる制度（計画的付

与制度）もあります。年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに取り組みましょう。

○お問い合わせ　高知労働局 雇用環境・均等室　蕁088－885－6041

○お問い合わせ　ジョブカフェこうち　蕁088－802－2025　午前10時～午後7時（藤本・利谷）

　「面接対策」セミナー就活応援

　ジョブカフェこうちにて11月10（金）、就活応援としまして、面接

が苦手な方向けの面接対策セミナーを開催します。自分のアピールポ

イントを知り、それを効果的に表現する方法を楽しく学びましょう。

【対　象】39歳までの求職者および学生（高校生以上）の就職希望者（その他の方はお問い合わせください）

【日　時】11月10日（金）午後1時～5時　　　【定　員】15名（定員になり次第締切）

【場　所】四万十市社会福祉センター（2階 研修室Ⅰ）  〒787－0012 四万十市右山五月町8－3

【参加費】無料（要予約） 　　【服装・持ってくる物】スーツまたは制服で参加。筆記用具　　　

【講　師】山下加津子さん（コーチ・フォーカスタマーズ代表）　

○お問い合わせ　蕁088－855－5100（公財）高知県生活衛生営業指導センター　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知市はりやま町3丁目7番6号

標準営業約款普及登録促進月間
　公益財団法人高知県生活衛生営業指導センターでは、11月1日（水）～30日（木）までを生活衛

生関係営業に関する「標準営業約款普及登録促進月間」と定めて、標準営業約款制度の普及強化

を行っています。この標準営業約款制度は、生活衛生関係営業のうち、理容業・美容業およびク

リーニング業について、厚生労働大臣の認可を得て、「サービスの提供」「店舗の衛生・管理」およ

び「事故による損害賠償」に関する重要事項を約款と定め、標準営業約款登録店舗には S マーク

の表示をすることで利用者に対して、安心・安全・清潔を提供していることをお知らせするとと

もに、この3業種の営業者には登録を行うよう呼びかけています。

り や
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

10

11

日

1

2～8

09～15

16～22

23～29

30～31

1～5

06～12

13～19

20～26

27～30

水 道 給 水 工 事 指 定 店

吉 本 水 道

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道

中 村 住 設

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道

中 村 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大方設備センター

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

拳 ノ 川 住 設

大方設備センター

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2017（平成29）年10月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

10/7（土）

21（土）

第12回黒潮町民大学② 劇団「the・創」 ふるさと総合センター

水産振興係� 蕁55－3115

生涯学習係� 蕁55－3190

生涯学習係� 蕁55－3190

14：00

くろしお杯球技大会 ソフト
土佐西南大規模公園
佐賀東公園グラウンド 9:00

第12回黒潮町民大学③　米山正幸 大方あかつき館
生涯学習係� 蕁55－3190
南海地震対策係�蕁43－2188

11/11（土）

・　  

12（日）

第55回大方の秋まつり（11日・12日）

第5回黒潮町まるごと産業祭（12日のみ）

土佐西南大規模公園
体育館周辺

（秋まつり）

生涯学習係� 蕁55－3190

（産業祭）
商工観光係� 蕁43－2113

9：00
（秋まつり）

10：00
（産業祭）

くろしお杯球技大会 バレー（～15日） 土佐西南大規模公園体育館 9：00
14（土）

第14回土佐さがのもどりガツオ祭 黒潮一番館および周辺 9：30

22（日） 第12回黒潮町少年剣道大会� 大方中学校 生涯学習係� 蕁55－31909：30

28（土）

佐賀文化展（～30日） 総合センター 生涯学習係� 蕁55－31909：30

第三回黒潮町地区防災計画シンポジウム 大方高校
南海地震対策係�蕁43－2188

13：30

夜間津波避難訓練 町内 19：00

18（土）

第12回黒潮町民大学④
映画「ある精肉店のはなし」纐纈あや

大方あかつき館 生涯学習係� 蕁55－3190
人権啓発係� 蕁43－2800

地域の防災サポーター養成講座第Ⅱ講座（救命講習） 黒潮消防署 南海地震対策係�蕁43－21889：30

（13：30開場）

14：00
（13：30開場）

平成29年度第2回黒潮町民ゴルフ大会 土佐ユートピアカントリークラブ
土佐ユートピアカントリークラブ
� 蕁43－2345

7:00

13：30
（13：00開場）

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

大方設備センター

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

43－1483

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

43－1546

43－2061

44－1117

入野769

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

大 西 設 備

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

道倉水道工務店

電話番号

事務所 自　宅

44－1025

43－2024

55－7371

55－2133

55－2121

55－3141

43－2096

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

上川口750－3

下田の口822－174

拳ノ川1781

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

浮鞭3558－8
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「
食
欲
の
秋
親
子
料
理
教
室
」
大
方
高
校

カ
ツ
オ
た
た
き
バ
ー
ガ
ー
を
作
ろ
う

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
で
す
か
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

 
大
方
高
校
に
て
、
食
欲
の
秋
親
子
料

理
教
室
「
カ
ツ
オ
た
た
き
バ
ー
ガ
ー
を

作
ろ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
・
中
学
生
・

高
校
生

日
時
 

１１
月
５
日
（
日
）

 
 
 

午
前

１０
時
〜
正
午

場
所
 

大
方
高
校 

調
理
室

 
 
 

（
幡
多
郡
黒
潮
町
入
野
５
５
０
７
）

募
集
人
数

 
１５
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費

 
一
人
５
０
０
円
以
内
（
予
定
）

※
参
加
費
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
当
日
集
金
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
込
期
間

　
１０
月

１０
日
（
火
）
〜

１３
日
（
金
）
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法

　
大
方
高
校
事
務
室
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

大
方
高
校
（
担
当
・
大
原
）

蕁

４
３
―
１
０
７
９

　
高
知
西
南
交
通
で
は
、

１０
月

３１
日（
火
）

ま
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
で
す
か
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
「
で
す
か
」
に
入
金
（
チ
ャ
ー
ジ
）

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
定
期
券
を
ご
利
用

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
２
０
０
０
円
を

１
口
と
し
て
ご
応
募
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
新

規
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
で
す
か
」
を
ご
購

入
さ
れ
た
方
は
、
１
枚
に
つ
き
５
口
ご

応
募
で
き
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
賞
品
は
、
高
知
大

丸
や
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
の
賞
品
券
、
新
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
の
お
食
事
券
な

ど
多
数
の
賞
品
が
あ
り
ま
す
。
応
募
用

紙
は
高
知
西
南
交
通
各
窓
口
、
バ
ス
車

内
な
ど
に
お
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
で
す
か
」
は
、
高
知

県
ほ
ぼ
全
域
の
路
線
バ
ス
、
路
面
電
車

に
利
用
で
き
、
両
替
の
準
備
も
い
ら
ず
、

乗
り
降
り
も
簡
単
で
便
利
な
カ
ー
ド
で

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
南
交
通 

中
村
営
業
所

蕁

３
４
―
１
２
６
６

 
人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
や
雇
用
形

態
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
個
々
の
労
働

者
や
事
業
主
と
の
間
で
、
労
働
関
係
に

つ
い
て
の
紛
争
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
知
労
働
局
で
は
、
こ
う
し
た
個
別
労

働
紛
争
に
対
す
る
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
無

料
で
提
供
し
、
解
決
に
向
け
た
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

で
お
困
り
の
方
は
「
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
労
働
局 

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
蕁

０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
２
７

　
「
同
僚
か
ら
無
視
さ
れ
て
い
る
」「
残

業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」
と
い
っ
た
職

場
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、

労
働
相
談
機
関
な
ど
が
合
同
で
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、

司
法
書
士
や
行
政
機
関
の
労
働
相
談
員

と
い
っ
た
専
門
家
が
面
接
ま
た
は
、
電
話

で
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
色
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事

業
主
の
方
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
　

１０
月

２７
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
７
時

場
所
　
高
知
県
庁
北
庁
舎

　
　
　
高
知
市
丸
ノ
内
２
―
４
―
１

※
受
付
は
４
Ｆ 

高
知
県
労
働
委
員
会

事
務
局
　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
当
日
専
用
）

蕁

０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
６
１

※
事
前
予
約
優
先
・
先
着
順
で
す
。

予
約
締
切
　

１０
月

２６
日
（
木
）
正
午
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
労
働
委
員
会
事
務
局

蕁

０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
４
５

高
知
県
労
働
委
員
会
事
務
局
で
は
、

随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ですかカード

無
料
合
同
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
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昨
年
開
催
し
好
評
だ
っ
た
「
黒
潮
町

紅
白
歌
合
戦
」
を
開
催
し
ま
す
。
現
在

出
場
者
を
募
集
中
で
す
。
自
慢
の
歌
や

ダ
ン
ス
を
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
出
場
条
件
　

・
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

・
Ｉ
Ｗ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
の
撮
影
が
入
る
の
で
撮

影
や
取
材
が
可
能
な
方

◆
日
時
　

１１
月
４
日（
土
）
午
後
１
時
開
演

◆
場
所
　
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
募
集
人
数
　

１２
組

２４
名
（
※
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
可
）
応
募
多
数

の
場
合
は
厳
正
な
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

◆
参
加
費
　
１
０
０
０
円

◆
お
申
し
込
み
・
締
切

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、

１０
月

２０
日
（
金
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
砂
浜
美
術
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
道
の
駅
ビ
オ
ス
お
お

が
た
な
ど
に
あ
り
ま
す

※
当
日
の
観
覧
は
無
料
。
ぜ
ひ
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
（
道
の
駅
ビ
オ

ス
お
お
が
た
情
報
館
）

蕁

４
３
―
０
１
０
５

　
今
年
も
高
知
県
全
域
で
実
施
さ
れ
る

「
秋
の
お
も
て
な
し
一
斉
清
掃
」
の
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
は
次
の
と

お
り
一
斉
清
掃
を

行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
日
時

　
　

１０
月

２４
日
（
火
）

　
〔
予
備
日
　

１０
月

２６
日
（
木
）
〕

　
　
午
後
２
時
半
〜
４
時

◆
実
施
場
所

・
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
 

土
佐
佐
賀
駅

・
道
の
駅
　
ビ
オ
ス
お
お
が
た

・
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
 

土
佐
入
野
駅

・
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

　
（
大
方
地
区
）
体
育
館
周
辺

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
各
施
設

に
直
接
お
集
り
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
袋
・

軍
手
な
ど
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

 
そ
の
ほ
か
、
清
掃
道
具
を
お
持
ち
の

方
は
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係

蕁

４
３
―
２
１
１
３

「
あ
っ
た
か
高
知
。
秋
の
お
も
て
な

し
一
斉
清
掃
」
ご
協
力
の
お
願
い

第
2
回
紅
白
歌
合
戦
出
場
者
大
募
集

※「大方の秋まつり」作品展示は、11月11日（土）9：00～18：00、12日（日）9：00～15：00、体育館内で行います。

町内の美味しいもの出店、芸能ステージなどお楽しみ満載。近隣のゆるキャラも応援にきてくれます。

※「大方の秋まつり」作品展示は、11月11日（土）9：00～18：00、12日（日）9：00～15：00、体育館内で行います。

【場所】土佐西南大規模公園体育館周辺

○お問い合わせ　教育委員会 生涯学習係　蕁55－3190・産業推進室 商工観光係　蕁43－2113

町内の美味しいもの出店、芸能ステージなどお楽しみ満載。近隣のゆるキャラも応援にきてくれます。

毎年恒例のカツオ一本売り、一本釣りゲーム

町内外の美味しいマーケットなどお楽しみいっぱいです。

（入野３８８）（入野３８８）

【日時】11月12日（日）  10：00～15：00

【日時】10月14日（土）10：00～15：00

【場所】カツオふれあいセンター黒潮一番館（佐賀374－9）

第14回第14回土佐さがのもどりガツオ祭土佐さがのもどりガツオ祭
おいしいカツオは　海からの贈り物おいしいカツオは　海からの贈り物

○お問い合わせ　海洋森林課 水産振興係　蕁55－3115



濔 広報くろしお  №139　2017（平成29）年10月号

ハロウィンジャンボ5億円ハロウィンジャンボ5億円ハロウィンジャンボ5億円
（1等3億円・前後賞各1億円合わせて）

ハロウィンジャンボミニハロウィンジャンボミニハロウィンジャンボミニ
（1等3千万円・前後賞各1千万円）

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

【発売期間】10/11踉～10/31踈

【抽せん日】11/ 9 跿 各1枚 300円

10月11日踉
2種類同時発売!

公益財団法人高知県市町村振興協会

第22回 蛍湖まつり第22回 蛍湖まつり
　中筋川ダムの秋と言えば、「蛍湖まつり」。今年は10月

22日（日）に開催されます。地元婦人会の手作り「うまい

もの市」、防災・環境学習コーナー、堀内佳さんの歌のス

テージ、ブラスバンドの演奏、よさこい踊り、子どもた

ちに人気のはたらく車など、楽しみがいっぱい。ご当地「ゆ

るキャラ」たちとの記念撮影もできます。

　恒例のダム内部見学も実施。「蛍湖まつり」限定イルミ

ネーションで幻想的に輝くダムの通路を歩いて外に出れば、ダイナミックなダムの姿が目の前

に。迫力満点の洗浄放水（12：00、13：00、14：00）は必見です。

【日時】10月22日（日）午前10時～午後2時（小雨決行）

【場所】中筋川ダム（宿毛市平田町黒川）

　　　 平田駅、または工業団地、梅ノ木公園、いこいの森の

　　　 各臨時駐車場から無料シャトルバスで約5～10分

       ※10月中旬の高知新聞折り込み広告でもご確認ください。

○お問い合わせ　蛍湖まつり実行委員会（中筋川ダム）　蕁0880－66－2501

　あなたの技術・経験を開発途上国で生かしてみませんか。現地の人々と協働しながら、

人づくり、国づくりに協力します。

■ 青年海外協力隊/日系社会青年ボランティア

　 対象：生年月日が1977年11月2日～1998年4月1日までの日本国籍を持つ方

            （2018年4月1日時点で満20歳以上かつ2017年11月1日の時点で満39歳以下の方）

■ シニア海外ボランティア/日系社会シニア・ボランティア

　 対象：生年月日が1947年11月2日～1977年11月1日までの日本国籍を持つ方

           （2017年11月1日時点で満40歳から満69歳まで）

お申し込み

【募集期間】9月29日（金）～11月1日（水）正午締切

【応募方法】ウェブ応募となります。ウェブ応募が出来ない

                 場合は応募書類を送付しますので、JICA四国

                 または青年海外協力隊事務局募集課

                 ○お問い合わせ　蕁03－5226－9813　

JICAボランティア募集 ～いつか世界を変える力になる～
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くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

ごはん� 800g（4杯分）
豚もも肉スライス� 240g
玉ねぎ� 1個
にんじん� 小1/2本
えのきだけ� 1/3袋
糸こんにゃく� 1/2袋
ねぎ� 2本程度
サラダ油� 小さじ
だし汁� カップ1/2
　　酒� 小さじ1
　　砂糖� 大さじ2と1/2
　　みりん� 大さじ1
　　濃口しょうゆ�大さじ2と1/2

●材料（4人分）●

〔作り方〕
①玉ねぎは薄切り、にんじんは短冊切り、ねぎは小口切り、えのきだけ
は石づきを落として半分の長さに切りそろえる。糸こんにゃくは水
けをきった後、食べやすい長さに切りそろえる。
②フライパンか鍋にサラダ油を熱し、豚肉の色が変わるまでよく炒める。
③にんじん・玉ねぎ・糸こんにゃくを加えて炒め、だし汁とAの調味料
を入れて煮る。
④煮汁が少なめになり全体に味がなじんだら、ねぎを散らしてごはん
の上にのせる。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

豚　　丼

※総合計同点、カウントバック方式とする。
※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 西地　裕 24 26 26 23 49 99

準優勝 尾崎良二 25 24 25 25 50 99

3位 佐田幸一 25 24 29 25 54 103

4位 宮川正幹 28 25 25 28 53 106

5位 植木美和子 27 28 26 29 55 110

6位 篠田重義 27 28 29 25 54 109

7位 澳本　修 26 27 28 28 56 109

8位 井上梅香 27 28 31 27 58 113

9位 松田　哲 29 27 26 29 55 111

10位 宮崎安男 28 28

小計

50

49

49

53

55

55

53

55

56

56 26 29 55 111

HC 総計

－2 99

4 103

2 105

106

－4 106

109

－4 109

－4 109

－4 111

4 111

ベストスコア：Ａコース　24点 ― 西地　裕

　　　　　　　Ｂコース　23点 ― 西地　裕

ベストグロス：99点 ― 西地　裕、尾崎良二

土佐西南パークゴルフ協会 8月月例杯

　北海道帯広地方のご当地メニューを給食風にアレンジしています。
豚肉のビタミンB1は、糖質をエネルギーにかえてくれる大事な栄
養です。疲れをとるはたらきもあります。

黒潮町ケーブルテレビ

10月番組予定表

IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間 番組内容の更新は、毎週水曜日の17：00です。

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

スポーツの秋！！町内運動会や高校野球を放送！！スポーツの秋！！町内運動会や高校野球を放送！！

◆平29年度 秋季四国地区高校野球大会 高知県予選

【放送内容】準々決勝・準決勝・三位決定戦・決勝
【放　送　日】9月30日（土）
　　　　　10月1日（日）・14日（土）・15日（日）

【放送時間】生中継9時45分～
　　　　　 再放送19時00分～

◆平29年度 秋季四国地区高校野球大会

【放送内容】一回戦・準々決勝
【放　送　日】10月28日（土）・29日（日） 　 
【放送時間】9時45分～

◆黒潮町運動会特集

小学校　9月27日（水）～10月4日（水）
保育所　10月11日（水）～10月18日（水）

※NEWSや役場のお知らせ、イベ
　ントの様子などをお届けします。
　

ＩＷＫTV番組
07：00　13：00　17：00　20：00

Kochi on TV! 10：00　15：00　19：00　22：00

幡多サイクル紀行 08：35　14：35　18：35　21：35

片さんのFish!おふ 06：00　11：00　23：00　

サイエンスチャンネル 06：45　11：45　23：45

ＪＣＣ三人娘が行く! 08：45　14：45　18：45　21：45

ショップチャンネル
09：00　12：00　16：00

24：00～6：00

日時：8月19日（土）　集合：午前8時半　  開始：午前9時

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

A

※詳しい放送時間はテレビの電子番組表か番組内の

　スケジュール案内でご確認ください。
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　こんにちは、地域おこし協力隊の塩崎です。今年も7月の後半から始まった夏

のスポーツイベントが、9月の頭でひと段落しました。この夏もサッカーを通じて、

たくさんの方が黒潮町に訪れました。

　たくさんの方が訪れるということは、その人たちが泊まる場所、食事の用意な

どで受けいれてくださる方が町内にたくさんいるということですね。私たちはそ

れらの手配をする際、町内の宿泊施設、お弁当屋さんと、直接やり取りすること

があります。一つの大会で多い時には、16チーム、約450人もの人が訪れます。（町内には約

8チーム、約250人）数もそうですが、スポーツでの受け入れは通常の宿泊とは違い、準備も

とても大変ですが、たくさんの方の協力もあり、来ていただいたチームにはとても満足しても

らっています。今年は佐賀北部活性化推進協議会（集落活動センター）にもお弁当をたくさん作

っていただきました。大会前から集落活動センターのおばちゃんたちが『どんなメニューがえ

えかなぁ』と気に掛けて考えてくださったので、子どもたちにもとても好評でした。また、指導

者の方からも『今日のお弁当ってどこ

で作ってるん？』と、聞かれることも

多かったです。こういったスポーツ

イベントで、地元の食材を、地元の人

が調理し、提供できることは、黒潮

町でスポーツをする醍醐味のひとつ

としてPRしていければと思います。

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

（スポーツ観光担当）

塩崎　草太

今年完成した人工芝グラウンドにて大会中の食事の様子

ベリーズ通信 ～ 青年海外協力隊 in Belize ～

レポート：徳永侑子（黒潮町佐賀出身）No.8

　皆さん、こんにちは！あっという間に2年間のベリーズ生活が終わりました。ベリーズでの

生活は毎日が新鮮で充実した2年間でした。ベリジアンのポジティブな性格、いつも笑顔で踊

って歌っていて、いつの間にか私も笑顔が絶えない毎日を過ごさせてもらいました。自然も雄

大で、動物たちも自由に生きていて、改めて素敵な国だなと感じることができました。「人と自

然と動物」が自然に暮らしている素敵な国です。こうして黒潮町の広報を通じてベリーズの事

を皆さんに知っていただくことができたこと、本当に感謝しています。ありがとうございます。

これからは黒潮町をはじめ、少しでも多くの方にベリーズや世界の事に興味を持っていただけ

るよう活動していきます。これからも私の夢は続きます。最後になりましたが、この2年間ベ

リーズ通信を読んでくださった方々、本当にお世話になりました。ありがとうございました。

最終回 お疲れさまでしたお疲れさまでしたお疲れさまでしたお疲れさまでした
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10月

日 月 火 水 木 金 土

42 53 6 7

8

1

9 10 11 12 13 14

1

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 26 27 28

29 30 31

25

11月

日 月 火 水 木 金 土

2 3 1 2 3 4

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁

４
３
―
２
１
１
０

　
佐
賀
図
書
館蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介

●そらの１００かいだてのいえ　　　　　いわい　としお／作

●みんなの防災えほん　　　　　　　　　　山村　武彦／監修

●きみはライオン！　　　　　　　　　　　　ユ　テウン／作

●ずかん海外を侵略する日本＆世界の生き物　今泉　忠明／監修

●口から食べる幸せを守る　　　　　　　　　小山　珠美／著

●奇跡の歌　　　　　　　　　　　　　　　　門田　隆将／著

●ホームセンターマニアがつくるおしゃれな雑貨とインテリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主婦と生活社／編

●あきない世傳　金と銀４　　　　　　　　　　高田　郁／著

●とるとだす（しゃばけシリーズ１４）　　　　畠中　恵／著

●孤独のすすめ　　　　　　　　　　　　　　五木　寛之／著

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

第
２５
回
企
画
展

期
間
　
１０
月
１
日
（
日
）
〜
１２
月
２７
日
（
水
）

会
場
　
上
林
暁
文
学
館
（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
）

『
林
 

嗣
夫
・
詩
の
世
界
』

〜
言
葉
を
自
ら
の
現
実
の
中
で
語
り
直
す
と
き
〜

27 28 29 30

＊
「
自
ら
の
経
験
を
通
さ
な
け
れ
ば
言
葉
は
生
き
て
こ
な
い
」

ひ
た
む
き
に
詩
や
言
葉
と
む
き
あ
い
続
け
る
林
嗣
夫
、
そ

の
詩
人
と
し
て
の
歩
み
を
著
書
や
作
品
を
通
し
て
紹
介

す
る
。

日時／10月7日（土）

開場／午後1時30分　開演／午後2時～4時

会場／黒潮町ふるさと総合センター

定員／先着350名まで（無料）

講師／大熊 平城さん（上林暁の孫・神奈川在住）

日時／10月8日（日）午後1時30分～3時30分

会場／あかつき館2F 会議室

『びったれの証』～上林暁の生涯～
あかし

劇団「the・創」第18回公演

文学講座『暁晩年の家族と隣人』

黒潮町民大学＆上林暁文学館  共催

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
空
は
高
く
澄
み
渡
り
さ
わ
や
か
な
秋

で
す
。
散
歩
を
楽
し
み
、
体
を
動
か
す

の
に
、
気
持
ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

・
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

・
１２
日
（
木
）
お
誕
生
日
会

・
１９
日
（
木
）
運
動
会

・
２６
日
（
木
）
お
外
で
遊
ぼ
う

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
８
回
『
子
育
て
講
座
』

・
５
日
（
木
）
子
ど
も
と
絵
本

　
午
前
１０
時
〜
１１
時

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
高
知
子
ど
も
の

　
　
　
　
図
書
館
館
長
　
古
川
さ
ん

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁

４
３
―
０
５
１
２
（
直
通
）

１０
月
の
予
定

赤ん坊を

そっと抱いてあげたい

右のてのひらでお尻をすくい

左手で小さな背中や首を支え

顔をのぞき込みながら

繰り返し名を呼んであげたい

世界が少しずつ広まり

深まっていくようにと

（第１７詩集

「そのようにして」より）

〈略歴〉

幡多郡十川村に生まれる

元学芸中・高（国語科）教諭

第４９回日本詩人クラブ賞受賞

詩集、随筆集など著書多数
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